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１ この年報は、平成３０年中の滝川地区広域消防事務組合の現状並び

に予防、警防、救急・救助をはじめとする各業務の統計と消防施設の

整備状況を集録したものであり、本組合の消防現況を紹介するととも

に火災予防等の資料として活用するため編集したものです。 

 

２ この年報は、特記したものを除き、平成３１年３月３１日現在で編

集し、出動統計については平成３０年中で掲載しています。 
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滝川地区広域消防事務組合 沿革 

昭和４７年 

３月２８日  滝川地区広域消防事務組合（滝川市、新十津川町、雨竜町）設立につい

て、北海道知事許可（地方第４８号指令） 

４月 １日  滝川地区広域消防事務組合消防本部、滝川消防署、各支署開庁式実施、

消防職員６４名、滝川消防団員７０名、江部乙消防団員４８名、新十津川

消防団員１１３名、雨竜消防団員５３名 

４月 ２日 新十津川支署及び雨竜支署と消防本部間に専用電話を設置 

５月２２日 滝川地区広域消防事務組合審議会を開催 

１１月１７日 雨竜消防団が北海道知事の竿頭綬表彰を受賞 

１１月２０日 滝川消防団第一分団詰所を栄町１丁目９番３１号に新築移転 

１１月２３日 雨竜支署職員待機宿舎１棟２戸新築 

昭和４８年 

１月 １日 江部乙消防団を３部制から３分団制に改組 

１月１７日 新十津川支署に消防無線局を開設（基地１、移動２、携帯４） 

雨竜支署に消防無線局を開設（基地１、移動７、携帯３） 

３月 ５日 水槽付消防ポンプ自動車（暑寒号）を雨竜支署に配置 

４月 １日 江部乙分遣所が支署に昇格（職員９名を配置、消防職員定員７２名） 

６月１２日 雨竜支署庁舎落成式を挙行 

６月２４日 第１９回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を雨竜

町で開催 

 ８月２７日 江部乙支署に消防無線局を開設（基地１、移動３、携帯３） 

１０月 ９日 新十津川消防団第三分団部長大島美喜男氏が火災出動途上に殉職 

１０月２４日 雨竜支署職員待機宿舎１棟２戸新築 

１１月１４日 新十津川支署に救急車配置 

１１月１６日 日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（火災保険号）を受納し

滝川消防署に配置 

昭和４９年 

２月１２日 普通消防ポンプ自動車を江部乙消防団第三分団に配置 

４月 １日 消防本部機構を２課制から３課制に改組 

４月２６日 札幌市藤井義勝氏より広報車を受納し雨竜支署に配置 

６月３０日 第２０回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を滝川

市で開催 
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７月１２日 江部乙支署庁舎竣工式 

 ７月３１日 北海道消防操法訓練大会（ポンプ車の部）に新十津川消防団が出場 

１０月 １日 滝川地区広域消防事務組合消防団正副団長連絡協議会を設立 

１０月３０日 江部乙消防団が北海道知事の竿頭綬表彰を受賞 

１０月３１日 滝川消防団第二分団詰所を大町４丁目３番１３号に新築移転 

昭和５０年 

 ３月２３日 水槽付消防ポンプ自動車（瑞竜２号）を滝川消防署に配置 

 ６月２６日 江部乙消防団が北海道消防協会表彰旗を受賞 

 ８月２１日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車受納し雨竜支署に配置 

１２月 ５日 新十津川支署職員待機宿舎１棟４戸新築 

１２月３０日 普通消防ポンプ自動車を江部乙消防団第一分団に配置 

昭和５１年 

 ３月２０日 滝川消防団第三分団詰所を本町２丁目４番１３号に新築移転 

 ６月１０日 雨竜消防団が北海道消防協会より竿頭綬表彰を受賞 

１０月２８日 水槽付消防ポンプ自動車（菊水号）を新十津川支署に配置 

１１月２４日 新十津川消防団第三分団詰所を新十津川町字中央に新築 

１２月１０日 滝川消防団第四分団詰所を東滝川町３丁目１番に新築移転 

１２月１５日 滝川消防署職員待機宿舎１棟６戸新築 

１２月２０日 滝川消防団第五分団詰所を泉町２丁目１番３号に新築 

昭和５２年 

３月 ２日 救急車（白竜２号）を滝川消防署に配置 

４月 １日  滝川消防団第五分団を泉町地区に新設。団員１５名、水槽付消防ポンプ

自動車配置 

７月１３日 滝川消防創立８０周年、江部乙消防設立６５周年記念式典を挙行 

９月１２日 新十津川消防団第五分団を新十津川町字吉野に新築し組合に移管 

１１月 ４日 小型動力ポンプ付水槽車（新水号）を新十津川支署に、水槽付消防ポン

プ自動車を滝川消防団第五分団に、水槽付消防ポンプ自動車を雨竜消防団

第一分団に配置 

１２月１０日 滝川消防署北分遣所（朝日町）閉庁式並びに開庁式（滝の川）実施 

昭和５３年 

３月 ７日 新十津川消防団が日本消防協会より竿頭綬表彰を受賞 

 ７月２６日 北海道消防操法訓練大会（ポンプ車の部）に滝川消防団が出場 

１０月２７日 雨竜消防団が北海道知事表彰旗を受賞 

１１月 １日 小型動力ポンプ付水槽車（清滝号）を江部乙支署に配置 
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昭和５４年 

４月 ５日 消防庁舎落成式を挙行 

消防救急指令装置一式、サイレン・広報拡声装置一式を設置 

 ８月２７日 滝川地区広域消防事務組合内に初の少年消防クラブを結成 

１０月１２日 小型動力ポンプ付水槽車（雨竜号）を雨竜支署に配置 

１０月２０日 普通消防ポンプ自動車を新十津川消防団第三分団に配置 

１１月１４日 水槽付消防ポンプ自動車を滝川消防団第三分団に配置 

昭和５５年 

１月２０日 江部乙消防団旗を更新 

３月２１日 日本損害保険協会より救急車(白竜１号)を受納し滝川消防署に配置 

４月２１日 新十津川町婦人防火クラブを結成（７４名） 

６月 １日 新十津川支署職員定員１２名に増員 

８月２２日 北海道消防操法大会（小型ポンプの部）に雨竜消防団が出場し優勝 

８月３１日 第２６回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を新十

津川町で開催 

１０月１２日  全国消防操法大会（小型ポンプの部）北海道代表として雨竜消防団が出

場し優良賞を受賞 

１０月３０日 雨竜消防団第二分団詰所を新築竣工 

１１月１５日 水槽付消防ポンプ自動車を滝川消防団第四分団に配置 

１１月２５日 滝川市婦人防火クラブを結成（会員９０名） 

昭和５６年 

１月 ７日 滝川地区消防出初式において登梯の儀復活 

３月３０日 指揮広報車を滝川消防署に配置 

４月 ６日 救急隊員の資格取得講習を滝川医師会の協力により実施し、４５名に修

了証を交付（４月６日～７月６日） 

６月１６日 雨竜町婦人防火クラブを結成（会員２０８名） 

７月１７日  全道消防救助技術訓練指導会（ほふく救出の部）に滝川消防署が出場し

優勝 

８月１９日 全国消防救助技術大会（ほふく救出の部）に北海道代表として滝川消防

署が出場し入賞 

 ９月 ７日 普通消防ポンプ自動車を新十津川消防団第五分団に配置 

 ９月２９日 日本消防協会より指揮広報車を受納し雨竜消防団に配置 

１１月 ４日 水槽付消防ポンプ自動車（蒼竜号）を滝川消防署に配置 

１１月１２日 普通消防ポンプ自動車を雨竜消防団第二分団に配置
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昭和５７年  

 

 ３月 ９日  水槽付消防ポンプ自動車（北辰号）を江部乙支署に配置 

 ３月１０日  雨竜消防団が日本消防協会表彰旗を受賞 

 ５月 １日  滝川地区広域消防事務組合章を制定 

 ５月１８日  指揮広報車を江部乙支署に配置 

 ６月 ３日  滝川地区広域消防事務組合設立１０周年記念式典並びに消防演習を実

施 

１０月２１日  普通消防ポンプ自動車を雨竜消防団第三分団に配置 

１２月１７日  新十津川消防団第二分団詰所を新十津川町字花月に新築移転 

昭和５８年  

 

 １月 ８日  新十津川消防団旗を更新 

 ３月２４日  救急自動車（白竜２号）を滝川消防署に配置 

 ６月２１日  第３５回北海道消防大会を滝川市スポーツセンターで開催 

 ７月１０日  第２９回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を雨竜

町で開催 

 ８月１２日  空知支庁管内の水防工法訓練が空知川河川敷地で開催され組合内４消

防団から１５０名が参加 

１２月２４日  滝川市コミュニティ防災センター竣工式 

昭和５９年  

 

 ３月 ９日  雨竜消防団が消防庁長官の竿頭綬表彰を受賞 

 ６月 ２日  新十津川町少年消防クラブを結成 

 ７月１２月  第３０回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を滝川

市で開催 

 ７月２６日  全道消防救助技術訓練指導会（ロープブリッジ救出の部）に滝川消防署

が出場し優勝 

 ８月２４日  全国消防救助技術大会（ロープブリッジ救出の部）に北海道代表として

滝川消防署が出場し入賞 

 ９月２６日  日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（火災保険号）を受納し

滝川消防署に配置 

１１月２４日  滝川消防署に救助訓練塔を新築 

昭和６０年  

 

 ４月 ５日  救急自動車を新十津川支署に配置 

 ７月１８日  全道消防救助技術訓練指導会（ほふく救出の部）に滝川消防署が出場し

優勝 
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 ８月２３日 全国消防救助技術大会（ほふく救出の部）に北海道代表として滝川消防

署が出場し入賞 

昭和６１年  

 

 ５月１０日  滝川消防署北分遣所を滝の川町西３丁目１番４３号に新築移転 

 ９月１３日  水槽付消防ポンプ自動車を新十津川消防団第一分団に配置 

 ９月１９日  普通消防ポンプ自動車を滝川消防団第一分団に配置 

昭和６２年  

 

 ６月１９日  滝川市で石狩川水防演習を開催、５市９町の水防隊６７３名が参加 

 ７月１０日  全道消防救助技術訓練指導会（ロープブリッジ救出の部）に滝川消防署

が出場し優勝 

 ７月１７日  滝川市幼年消防クラブを結成（滝川市立保育所６６０名） 

 ７月３１日  北海道消防操法訓練大会（小型ポンプの部）に江部乙消防団が出場し準

優勝 

 ８月２１日  全国消防救助技術大会（ロープブリッジ救出の部）に北海道代表として

滝川消防署が出場し入賞 

 ９月１４日  滝川地区広域消防事務組合設立１５周年記念式典を実施 

１０月２０日  普通消防ポンプ自動車を新十津川消防団第二分団に配置 

１１月２８日  新十津川消防団第四分団詰所を新築 

昭和６３年  

 

 ７月１４日  全道消防救助技術訓練指導会（ロープブリッジ救出の部）に滝川消防署

が出場し優勝 

 ７月２９日  北海道消防操法訓練大会（小型ポンプの部）に新十津川消防団が出場 

 ８月１９日  全国消防救助技術大会（ロープブリッジ救出の部）に北海道代表として

滝川消防署が出場し入賞 

 ８月２９日  道央自動車道ホットライン設置 

１０月 １日  救急医療情報システムの運用開始 

  道央自動車道の消防相互応援協定を砂川地区広域消防組合と締結 

１２月１２日  消防無線電話全道共通波を設置（基地局１、移動局１） 

平成元年  

 

 ３月 ６日  消防本部、滝川消防団が消防庁長官表彰旗を受賞 

 ６月２０日  雨竜消防団旗を更新 

 ９月 ９日  救急自動車（白竜号）を滝川消防署に配置（第１９回赤十字北海道大会

記念号） 

 ９月２７日  ３０ｍ級はしご付消防自動車（蛟竜２号）を滝川消防署に配置 

１０月 １日  道央自動車道の消防相互応援協定を深川地区消防組合と締結 
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 １１月 ６日  普通消防ポンプ自動車を新十津川消防団第四分団に配置 

平成２年  

 

 ３月 ８日  雨竜消防団が消防庁長官表彰旗を受賞 

 ６月１６日  滝川消防団旗を更新 

 ６月２４日  第３６回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を新十

津川町で開催 

  新十津川消防団設立７０周年記念式典を実施 

 ８月 ２日  全道消防救助技術訓練指導会（ロープブリッジ救出の部）に滝川消防署

が出場し準優勝 

 ８月２４日  全国消防救助技術大会（ロープブリッジ救出の部）に北海道代表として

滝川消防署が出場し入賞 

１１月 １日  初の女性消防団員を登用し入団式を実施（滝川消防団７名、江部乙消防

団３名） 

１２月２０日  水槽付消防ポンプ自動車（瑞竜３号）を滝川消防署に配置 

平成３年  

 

 ２月 ８日  水槽付消防ポンプ自動車を新十津川消防団第一分団に配置 

 ２月１３日  雨竜消防団が日本消防協会特別表彰「まとい」を受賞 

 ２月２７日  雨竜消防団設立８０周年記念式典を実施 

 ４月 １日  新十津川支署職員を１４名に増員 

  北海道広域消防相互応援協定施行（７２消防本部） 

 ４月 ５日  滝川地区広域消防事務組合設立２０周年記念式典及び観閲式を実施 

 ９月２９日  指揮広報車を雨竜支署に配置 

平成４年  

 

 １月１７日  救急自動車（白竜号）に自動車電話１台を設置 

 ３月１３日  日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（火災保険号）を受納し

雨竜支署に配置 

 ４月 １日  消防職員１名増員し、職員定数８９名に改正 

 ７月１９日  第３８回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を雨竜

町で開催 

 ９月 ３日  江部乙消防団設立８０周年記念式典を実施 

１０月１９日  水槽付消防ポンプ自動車を江部乙消防団第二分団に配置 

１０月２２日  普通消防ポンプ自動車を新十津川支署に配置 

平成５年  

 
 ２月２６日  消防緊急通信指令施設一式を滝川消防署に配置（指令装置、順次指令装

置、無停電電源装置、電子式電話交換機、基地局無線設備） 
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  ４月 １日  消防職員５名増員し、職員定数９４名に改正（雨竜支署職員を１１名に

増員） 

 ５月 １日  滝川消防団と江部乙消防団が統合し、新しく滝川地区広域消防事務組合

滝川消防団（１団８分団）とした（定数１３８名） 

１０月１８日  普通ポンプ自動車を滝川消防団江部乙第三分団に配置 

  滝川消防団旧江部乙第三分団車を「新羊２号」と命名し滝川消防署に配

置替え 

平成６年  

 

 ３月１０日  消防緊急通信指令装置一式を滝川消防署に配置（支援情報検索装置、気

象観測装置） 

 ４月 １日  助役制を廃止し副組合長制とする組合規約を改正 

  消防職員５名増員し職員定数９９名に改正、滝川消防署機構を８係から

９係に一部改正 

 ７月１７日  第４０回北海道消防協会空知地方支部中空知支部連合消防演習を滝川

市で開催 

１０月２７日  第３６回全国消防長会危険物委員会を滝川市で開催 

１２月 ２日  指揮広報車を滝川消防署に配置 

１２月２８日  滝川消防団第一分団、第四分団、第五分団及び江部乙支署（江部乙地区

分団用）に無線サイレン吹鳴装置を設置 

１２月３０日  普通消防ポンプ自動車を滝川消防団江部乙第一分団に配置 

平成７年  

 

 ３月１５日  消防緊急通報指令装置（地図検索装置）を設置 

 ７月２０日  全道消防救助技術訓練指導会（ほふく救出の部）に新十津川支署が出場

し優勝 

 ８月２５日  全国消防救助技術大会（ほふく救出の部）に北海道代表として新十津川

支署出場し入賞 

１０月１８日  普通消防ポンプ自動車を新十津川消防団第三分団に配置 

平成８年  

 

 ３月２８日  水槽付消防ポンプ自動車（瑞竜号）を滝川消防署に配置 

 ４月 １日  消防職員定数１０１名に改正 

 ４月１８日  組合に初の救急救命士が誕生 

 ４月２６日  雨竜町幼年消防クラブを結成 

 ６月２５日  北海道消防防災ヘリコプター応援協定を北海道と締結 

 ７月１８日  全道消防救助技術訓練指導会（ロープブリッジ渡過の部）に滝川消防署

１名が出場し第４位に入賞 
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 ８月２３日  全国消防救助技術大会（ロープブリッジ渡過の部）に北海道代表として

滝川消防署１名が出場し入賞 

１０月 ４日  救急自動車を北海道共済農業協同組合連合会から寄贈を受け雨竜支署

に配置 

平成９年  

 

 １月 １日  滝川消防団江部乙第一分団・江部乙第二分団・江部乙第三分団を滝川消

防団第六分団・第七分団・第八分団にそれぞれ名称を改正 

  携帯電話からの１１９番通報の分散受信方式での運用を開始 

 ９月 ９日  滝川消防公設１００年並びに常備消防６５年記念式典を実施 

１０月 ７日  救急自動車を北海道共済農業協同組合連合会から寄贈を受け新十津川

支署に配置 

平成１０年  

 １０月 １日  滝川消防団の定数を１２８名に改正 

平成１１年  

 

 ２月１０日  高規格救急自動車を滝川消防署に配置 

 ２月２６日  小型動力ポンプ付水槽車を新十津川支署に配置 

 ４月 １日  高規格救急自動車の運用を開始 

 ７月２２日  北海道消防操法訓練大会（小型ポンプの部）に雨竜消防団が出場し優勝 

 ８月２３日  新十津川消防公設８０周年記念式典を実施 

 ９月 ８日  指揮広報車（トヨタランドクルーザー）を江部乙支署に配置 

１０月２６日  水槽付消防ポンプ自動車を新十津川消防団第五分団に配置 

１２月 ３日  雨竜消防団を３分団制から２分団制に改組し、定数を４６名に改正 

平成１２年  

 

 ６月２５日  第４６回北海道消防協会空知地方支部中空知分会連合消防演習を新十

津川町で開催 

１１月１７日  水槽付消防ポンプ自動車を滝川消防団第五分団に配置 

１１月２１日  水槽付消防ポンプ自動車を雨竜消防団第一分団に配置 

平成１３年  

 

 ７月 ５日  雨竜消防創立９０周年記念消防演習を実施 

 ９月 ９日  台風１５号・秋雨前線に伴う大雨による水防活動を１２日まで実施 

（出動職団員２２２名 車両３４台） 

平成１４年  

 

 ３月 ７日  社団法人日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車を受納し滝川

消防団第三分団に配置 

 

8



  ４月 １日  高齢者緊急通報システムの受信回線の統合を実施 

（滝川市１２０戸・新十津川町５８戸・雨竜町３５戸） 

 ４月２４日  滝川地区防火安全協会の設立総会を実施 

（滝川地区危険物安全協会と滝川地区防火管理者連絡協議会とが統合） 

 ６月３０日  第４８回北海道消防協会空知地方支部中空知分会連合消防演習を雨竜

町で開催 

 ９月 ８日  消防組合設立３０周年記念・第３１回滝川地区広域消防事務組合連合消

防演習を実施した（参加職団員２４６名、車両１４台、文化センター） 

 ９月１７日  雨竜地区の１１９番回線及びサイレン吹鳴装置の一元化 

１２月 １日  滝川消防団の再編に伴う分団の統合を行った（８分団制から７分団制に

移行） 

平成１５年  

 

 １月 ７日  新十津川消防団に初の女性消防団員３名が入団 

 ３月２７日  山之内製薬株式会社より、高規格救急車を受納し滝川消防署に配置 

 ５月 １日  北海道ドクターヘリ運航調整研究会と運航に係る協定を締結 

 ７月１１日  滝川消防団・江部乙消防団統合１０周年記念、平成１５年度滝川消防演

習を実施 

 ９月 １日  新十津川地区の１１９番回線、サイレン吹鳴装置の一元化 

平成１６年  

 

 ２月１３日  新十津川消防団が日本消防協会より表彰旗を受賞 

 ４月 １日  滝川市立病院と病院研修及び救急現場での医師からの指示等を受ける

ための協定を締結 

 ６月２７日  第５０回北海道消防協会空知地方支部中空知分会連合消防演習を滝川

市で開催 

 ７月 １日  滝川市立病院と救急事後検証に係わる契約を結び、メディカルコントロ

ール体制を構築 

 ７月２２日  滝川消防団が北海道消防操法大会（小型ポンプ操法の部）に出場 

 ９月 ８日  台風１８号の本道上陸により組合管内で１２９件の災害に職・団員が出

動 

 ９月１６日  メディカルコントロール体制の一環として中空知救急連絡協議会を発

足させ、救急活動の連携強化を図る 

１２月 １日  救急救命士が行う包括的指示下での除細動の運用を開始 

１２月 ６日  災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（滝川タンク１）を滝川消防署に

配置 
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平成１７年  

 

 ２月１５日  救急救命士が行う気管挿管の運用を開始 

 ４月 １日  構成市町より派遣されていた職員（３１名）を当組合に身分替え 

  ドクターヘリの本格運航を開始（基地病院 医療法人渓仁会 手稲渓仁

会病院） 

７月２１日  北海道消防操法訓練大会に新十津川消防団がポンプ車操法の部に出場

し優勝 

 ９月 ５日  携帯電話からの１１９通報の直接受信を開始 

１０月１３日  職員のＡＥＤ講習を修了し、運用を開始（８０名） 

１０月３１日  小型動力ポンプ付水槽車（１０トン 雨竜水槽）を雨竜支署に配置 

平成１８年  

  １月２７日  雨竜町無火災１０００日達成により組合長表彰 

 ４月 １日  雨竜消防団の定数を４８名に改正 

 ４月２３日  雨竜地区無火災記録３年を達成 

 ６月 １日  新築住宅への火災警報器、設置義務の消防法改正施行日（組合条例によ

り既存住宅への適用時期は平成２３年６月１日） 

  救急救命士が行う薬剤投与の運用を開始 

 ６月 ９日  雨竜消防団が第５８回北海道消防大会（北見市開催）において無火災３

年に伴う竿頭綬を受賞 

 ６月１４日  消防組織法の一部が改正され、市町村の消防広域化について規定 

 ８月２４日  全国消防救助技術大会に（ロープブリッジ渡過の部）に北海道代表とし

て新十津川支署１名が出場（札幌市） 

１１月１６日  新十津川消防団が北海道知事より竿頭綬を受賞 

平成１９年  

 

 １月２７日 

２月２０日 

 江竜支署消防庁舎が竣工 

 雨竜消防団が消防庁長官より消防団地域活動表彰を受章 

 ３月３０日  滝川消防署雨竜支署の閉署式を実施 

 ４月 １日  雨竜消防団の定数を５０名に改正 

  滝川消防署江竜支署開庁式並びに滝川消防団第六・第七分団詰所開所式

を実施 

 ６月 １日  社団法人滝川スカイスポーツ振興協会と「災害時の航空機運航協力に関

する協定書」を締結 

１１月２０日  水槽付消防ポンプ自動車を滝川消防団第四分団に配置 

 
１２月 １日  災害指令メールシステムの本格運用 
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平成２０年  

 

 ３月 ７日  自治体消防制度６０周年記念式典（東京都：日本武道館）に参加 

 ３月３０日  北海道消防広域化推進計画が策定 

 ４月 １日  滝川消防団に女性分団が結成され７分団制から８分団制とした 

 ７月２２日  北海道消防救急無線広域化、共同化及び消防指令業務の共同運用に係る

整備計画が策定 

 ８月２４日  全国消防救助技術大会（ほふく救出の部）に北海道代表として江竜支署

隊が出場し入賞（北九州市） 

平成２１年  

 

 １月２８日  救急救命士２名が北海道ＭＣよりそれぞれ気管挿管、薬剤投与可能な救

命士として認定（滝川消防署１名、江竜支署１名） 

 ２月２６日  消防本部庁舎耐震診断の委託業務が完了 

 ３月 １日  更新通信指令装置の運用を開始 

 ８月２１日  高規格救急自動車を新十津川支署に配置 

平成２２年  

 

 １月２０日  高規格救急自動車を滝川消防署に配置 

 ４月２０日  消防団協力事業所表示証の交付 

 ６月２７日  第５６回北海道消防協会空知地方支部中空知分会連合消防演習を新十

津川町で開催 

 ８月２２日  滝川消防団第四分団設立８０周年記念式典及び祝賀会を実施 

９月 ５日  滝川市総合防災訓練に参加 

１１月 ９日  新十津川町婦人防火クラブ設立３０周年記念誌を発行 

１２月 ９日  滝川市婦人防火クラブ設立３０周年記念誌「防火の集い」を実施 

平成２３年  

 

 ２月 ８日  滝川消防団第一・二・三分団合同詰所が竣工 

 ２月１５日  水槽付消防ポンプ自動車（ＣＡＦＳ）を雨竜消防団第二分団に配置 

 ３月１１日  東日本大震災発生 

 ３月１９日 

  ～２４日 

 緊急消防援助隊北海道第３次派遣隊として消防隊３名を派遣 

（宮城県石巻市） 

 ４月 １日  北海道防災航空室に職員派遣（滝川消防署１名） 

（派遣期間 平成２３年４月１日～平成２６年３月３１日まで３年間） 

 ４月１５日  滝川消防団第一・二・三分団合同詰所開所式 

 

 ４月１７日 

  ～２３日 

 緊急消防援助隊北海道第１１次派遣隊として救急隊２名を派遣 

（宮城県石巻市） 

 ９月 ５日  雨竜消防団創立１００周年記念演習並びに記念式典開催 
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 ９月１６日  滝川救命ボランティア２万人宣言「救命の集い」に参加し、救命講習市

民２万人達成の宣言 

１１月 ９日  総務大臣表彰受賞（東日本大震災により緊急消防援助隊出動） 

平成２４年  

 

 ６月２４日  第５８回北海道消防協会空知地方支部中空知分会連合消防演習並びに

第４１回滝川地区広域消防事務組合消防演習を雨竜町で開催 

 ９月１１日  水槽付消防ポンプ自動車を新十津川消防団第一分団に配置 

１０月２８日  滝川消防団第一分団創立１００周年記念式典及び祝賀会を開催 

平成２５年  

 

 １月２５日  圧縮空気泡消火装置を搭載した、最新鋭の水槽付消防ポンプ自動車を滝

川消防署に配置 

 ４月１０日  消防救急デジタル無線システムの運用を開始 

 ７月 ２日  救急救命士が行うビデオ硬性挿管用喉頭鏡による気管挿管の運用を開

始 

８月１２日  消防広域化に伴う３市２町長会議を開催し、「滝川地区広域消防事務組

合広域消防運営計画」を決定 

１０月１０日  消防広域化協定調印式を実施 

１０月１６日  新十津川消防団第二分団に「水槽付消防ポンプ自動車」を配置 

１０月２５日  消防広域化に伴う組合規約の変更が北海道知事より許可 

１１月１０日  江部乙地区消防１００年記念式典を実施 

１２月 ４日  消防ポンプ自動車を滝川消防団第二分団に配置 

１２月１８日  水槽付消防ポンプ自動車を雨竜消防団第一分団に配置 

１２月２２日  滝川消防団第四分団詰所の開所式を実施 

平成２６年  

 ４月 １日  新滝川地区広域消防事務組合が発足 

６月 １日  消防広域化記念 平成２６年度滝川地区広域消防事務組合消防演習を

滝川市で開催 

７月１３日  第６０回中空知分会連合消防演習を滝川市江部乙町で開催 

１０月 １日  芦別消防署及び赤平消防署が署所端末装置試験運用を開始 

１０月２１日  平成２６年度緊急消防援助隊北海道・東北ブロック合同訓練に救急隊１

隊を派遣 

１０月２６日  芦別消防団第二分団創立１００年記念演習及び記念式典を開催 

１０月２８日  消防ポンプ自動車を新十津川消防団第四分団に配置 

１１月 ７日  総務省消防庁から無償貸与された救助資器材搭載型消防ポンプ自動車

を滝川消防団第一分団に配置 
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１１月 ９日  滝川消防団第二分団創立１００周年記念式典及び祝賀会を開催 

平成２７年  

 

１月２９日 

 ４月 １日 

 消防ポンプ自動車を芦別消防団第四分団に配置 

 赤平消防団女性分団発足（１３名） 

 ６月２８日  第６１回中空知分会連合消防演習を赤平市で開催 

７月１２日  平成２７年度滝川地区広域消防事務組合消防演習を新十津川町で開催 

  ９月１６日  ＪＲ北海道と滝川消防署による列車事故救助訓練を実施 

 
 ９月２９日  新十津川支署に指揮広報車（三菱デリカＤ：５）を配置 

１２月 １日  赤平消防署消防総合庁舎建設工事が完了し、落成式を行い運用開始した 

平成２８年  

 

 

 

 

 

３月１５日 

 

３月２５日 

６月 ３日 

７月 ７日 

 

７月２５日 

芦別消防署消防総合庁舎建設工事が完了し、１５日に運用開始、２４日

に落成式を挙行した 

 ３５ｍ級先端屈折式はしご付消防自動車を滝川消防署に配置 

 全国女性消防団員活性化北海道大会（札幌市）に参加 

 平成２８年度滝川地区広域消防事務組合消防演習並びに雨竜消防演習

を開催 

 北海道消防防災ヘリコプター搭乗隊員と合同訓練を実施 

平成２９年 

 ２月 １日 

３月２２日 

7月 ９日 

 

８月２３日 

８月２５日 

９月 ３日 

２月 １日 

３月 ７日 

水槽付消防ポンプ車Ⅱ型を赤平消防署に配置 

水槽付消防ポンプ車Ⅱ型を新十津川支署に配置 

平成２９年度滝川地区広域消防事務組合消防演習並びに赤平消防演習

を開催 

消防本部・滝川消防署新庁舎で通信指令業務開始 

消防本部・滝川消防署新庁舎で業務開始 

消防本部・滝川消防署新庁舎落成式を実施 

広報車を赤平消防署に配置 

自治体消防制度７０周年記念式典に参加 
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平成３０年度の動き 

  

４月  

 １日 滝川消防団長に丸岡 秀彦氏が就任 

 ９日 北海道消防学校第１４２期初任教育に滝川消防署１名が入校（８月２８

日まで） 

 １６日 北海道消防学校特別教育ポンプ操法指導員課程に赤平消防署２名、江竜

支署２名が入校（１８日まで） 

 １７日 北海道救急業務高度化推進協議会処置拡大２行為講習を滝川消防署１名

が受講（２０日まで） 

 ２０日 春の火災予防運動に伴い、各署、支署、各消防団及び火災予防団体が火災

予防啓発活動、車両巡回広報を実施（３０日まで） 

  組合消防団正副団長連絡協議会総会を開催 

 ２３日 北海道消防学校特別教育はしご自動車運用課程に滝川消防署２名が入校

（２７日まで） 

 ２５日 防火モデル地区指定書交付式を実施し、滝の川１区町内会２０４世帯、江

部乙町中央の２町内会１２世帯、新十津川町弥生行政区１３２世帯、雨竜町

第３町内７６世帯に交付 

 ２９日 平成３０年春の叙勲「瑞宝単光章」を受章 

【受章者】元滝川消防団分団長  稲 垣 照 夫氏 

第３０回危険業務従事者叙勲「瑞宝単光章」を受章 

【受章者】元赤平市消防司令補  谷 口 光 雄氏 

５月  

 ８日 北海道救急業務高度化推進協議会処置拡大２行為講習を芦別消防署１名

が受講（１１日まで） 

 ９日 北海道消防学校専科教育救助科に滝川消防署１名、赤平消防署１名が入

校（６月６日まで） 

 １８日  平成３０年度指導救命士養成研修（北九州研修所）を芦別消防署１名が

受講（６月２２日まで） 

 ２４日 北海道救急業務高度化推進協議会ビデオ硬性喉頭鏡講習を芦別消防署１

名が受講 

６月  

 １２日 北海道消防学校専科教育救急科（第１回）に滝川消防署２名が入校（７月

２７日まで） 

 １５日 組合定期普通救命講習を新十津川支署で実施し２０名が受講 

 １７日 平成３０年度滝川消防演習を開催 

 ２４日 第６４回中空知分会連合消防演習を歌志内市で開催 
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７月 

１日 平成３０年度滝川地区広域消防事務組合消防演習並びに芦別消防演習を

開催 

８日 平成３０年度赤平消防演習を開催 

１５日 新十津川消防創設１００年記念平成３０年度新十津川消防演習を開催 

２０日 平成３０年度北海道消防操法大会（ポンプ車操法の部）に空知地区を代

表して雨竜消防団７名が出場 

２１日 第４７回全道消防救助技術訓練指導会に出場 

【出場隊】ロープブリッジ救出 滝川消防署１隊４名 

ロープブリッジ渡過 芦別消防署４名

ほふく救出     芦別消防署１隊３名 

はしご登はん    赤平消防署１名 

２２日 平成３０年度滝川地区広域消防事務組合職員採用登録試験第１回（１次）

を実施 

３０日 北海道消防学校幹部教育幹部科に滝川消防署１名が入校（８月８日まで） 

８月 

２０日 消防大学校総合教育幹部科第５４期に芦別消防署１名が入校（１０月５

日まで） 

２２日 平成３０年度滝川地区広域消防事務組合職員採用登録試験第１回（２次）

を実施 

２３日 平成３０年度全国優良消防職員表彰「救急功労」を受賞 

【受賞者】消防司令  嶋   一 芳氏 

２６日 新十津川町防災訓練に参加 

２９日 平成３０年度芦別市防災訓練に参加 

３１日 石狩市で開催の第７０回北海道消防大会に参加 

９月 

２日 防火フェスティバルを滝川消防署敷地内にて実施 

３日 北海道消防学校特別教育都市型救助課程に芦別消防署１名が入校（７日

まで） 

６日 北海道胆振東部地震による被災地へ北海道広域消防相互応援協定に基づ

き滝川消防署から消防隊１隊（４名）を厚真町へ派遣 

８日 組合定期普通救命講習を江竜支署で実施し１７名が受講 

１５日 組合定期普通救命講習を芦別消防署で実施し８名が受講 

１６日 平成３０年度滝川地区広域消防事務組合職員採用登録試験第２回（１次）

を実施 

２９日 赤平市総合防災訓練に参加 
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１０月  

 １日 滝川市立図書館に消防コーナーを設け防火思想の普及のため各種展示

（２４日まで） 

 ２日 北海道救急業務高度化推進協議会処置拡大２行為講習に赤平消防署１名

が受講（５日まで） 

 １０日 北海道救急業務高度化推進協議会ビデオ硬性喉頭鏡講習に新十津川支署

１名が受講 

 １２日 北海道救急業務高度化推進協議会ビデオ硬性喉頭鏡講習に滝川消防署１

名が受講 

 １３日 平成３０年度女性消防団員交流会を新十津川町で開催し３２名が参加 

 １５日 秋の火災予防運動に伴い、各署、支署、各消防団及び火災予防団体が火災

予防啓発活動、車両巡回広報並びに火災防ぎょ訓練等を実施 

 １６日 平成３０年度滝川地区広域消防事務組合職員採用登録試験第２回（２次）

を実施 

 １７日 赤平消防団赤平分団に消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新配置 

 ２２日 甲種防火管理再講習を実施し６名が受講 

 ２３日 北海道消防学校専科教育救急科（第２回）に滝川消防署１名が入校（１２

月７日まで） 

  組合管内火災予防作文コンクール入賞者の表彰式を実施（２５日まで） 

１１月  

 ２日 平成３０年度危険物取扱者保安講習に講師２名を派遣し２０５名が受講 

 ３日 平成３０年秋の叙勲「瑞宝単光章」を受章 

【受章者】元赤平市消防団分団長  鵜 飼 良 城氏 

第３１回危険業務従事者叙勲「瑞宝双光章」を受章 

【受章者】元滝川地区広域消防事務組合消防長  道 下 義 夫氏 

第３１回危険業務従事者叙勲「瑞宝単光章」を受章 

【受章者】元赤平市消防司令  柴 田 秀 雄氏 

 ７日 組合消防団正副団長連絡協議会会議及び分団長研修会を赤平市にて開催 

  福島県いわき市で開催の平成３０年度緊急消防援助隊北海道東北ブロッ

ク合同訓練に江竜支署１名が参加（８日まで） 

 １５日 第３４回全道女性防火クラブ指導者研修会及び全道女性防火クラブ連絡

協議会定期総会に会長以下３名が出席 

 ２０日 平成３０年度北海道消防表彰「功労章」を受賞 

【受賞者】消防司令長  藤 田   博氏 

【受賞者】赤平消防団副団長  三 浦 日出男氏 

 ２７日 第２回消防審議会を開催 

１２月  

 ４日 組合議会第２回定例会を招集 
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 ７日 組合定期普通救命講習を赤平消防署で実施し５名が受講 

 ８日 組合定期普通救命講習を滝川消防署で実施し２７名が受講 

 ９日 滝川消防団第五分団詰所開所式を実施し４９名が出席 

 １１日 北海道救急業務高度化推進協議会処置拡大２行為講習に新十津川支署１

名が受講（１４日まで） 

 １２日 北海道消防学校専科教育危険物科に芦別消防署１名が入校（１９日まで） 

 １３日 新十津川消防団第一分団詰所開所式を実施し６３名が出席 

 ２０日 各消防団による歳末警戒・夜間警戒パトロール等を実施（３１日まで） 

 ２２日 赤平消防団茂尻分団詰所落成式を実施し５２名出席 

 ２５日 平成３０年度国設芦別スキー場合同訓練を実施し６名が参加 

 ２６日 滝川消防署江竜支署の高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材を更

新し、配置式を実施 

１月  

 ６日 平成３１年芦別消防出初式、赤平消防出初式を開催 

 ７日 平成３１年滝川消防出初式、新十津川消防出初式、雨竜消防出初式を開

催 

 ２３日 新十津川消防団第一分団の消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型を更新し、配置

式を実施 

 ３１日 北海道救急業務高度化推進協議会処置拡大２行為講習に滝川消防署１名

が受講（２月１日まで） 

２月  

 ５日 北海道救急業務高度化推進協議会処置拡大２行為講習に赤平消防署１

名、江竜支署１名が受講（８日まで） 

 ６日 北海道消防学校幹部教育指揮幹部科（第１回）に芦別消防団１名、赤平消

防団１名、新十津川消防団１名が入校（８日まで） 

 １８日 元芦別市消防司令  田 中 敏 夫氏（１２月１日死去）に瑞宝単光

章及び叙位（正七位）の伝達 

 １９日 北海道消防学校消防団員教育基礎教育に滝川消防団１名が入校（２２日

まで） 

 ２１日 第１回消防審議会を開催 

 ２８日 組合議会第１回定例会を招集 

３月  

 ７日 女性消防吏員活躍推進アドバイザー職員研修を実施 

 ８日 組合定期普通救命講習を芦別消防署で実施し１名が受講 

 １０日 組合定期普通救命講習を滝川消防署で実施し１７名が受講 

 ２６日 北海道消防表彰規則に基づく胆振東部地震に係る随時表彰 
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組合長

歴 代 氏 名 備 考

初　代 吉岡　清栄

２　代 林　　芳男

３　代 田村　　弘

４　代 前田　康吉

副組合長

氏 名 備 考

安藤　君明

小畑　莊一

植田　　満

熊田　義信

外山　輝雄

藤本　　悟

西野　尚志

清澤　茂宏 平成26年より広域

今野　　宏

荻原　　貢

高尾　弘明 平成26年より広域

菊島　好孝

消防長

歴 代 氏 名 就任年月日 退職年月日 備 考

初　代 秋山　義雄 S47. 4. 1 S52. 3.31 5年

２　代 今井　定利 S52. 4. 1 S55. 3.31 3年

３　代 荒島　　保 S55. 4. 1 S57. 3.31 2年
滝川市助役
消防長事務取扱

４　代 河野　通雄 S57. 4. 1 S60. 3.31 3年

平成11年 4月27日～平成27年 4月26日

平成27年 4月27日～現 在

平成26年 4月 1日～平成27年 4月30日

平成27年 5月 1日～平成29年 1月20日

平成26年 4月 1日～平成27年 4月30日

平成27年 5月 1日～現 在

勤続年数

平成29年 2月26日～現 在

期 間

平成 6年 4月 1日～平成15年 4月30日

平成15年 5月 1日～平成19年 4月30日

平成19年 5月 1日～平成27年 4月30日

平成27年 5月 1日～現 在

平成 6年 4月 1日～平成11年 4月25日

平成23年 5月 2日～現 在

歴代組合長・副組合長・消防長・消防団長

期 間

昭和47年 3月30日～平成 3年 4月26日

平成 3年 4月27日～平成14年 4月26日

平成14年 4月30日～平成23年 4月26日
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５　代 舟津　博顕 S60. 4. 1 S63. 1.30 2年 9ヶ月

６　代 青木　良蔵 S63. 2. 1 H 9. 3.31 9年 2ヶ月

７　代 河内　政文 H 9. 4. 1 H12. 3.31 3年

８　代 香川　弘光 H12. 4 .1 H14. 3.31 2年

９　代 小山　　進 H14. 4 .1 H16. 3.31 2年

 １０　代 北條　康一 H16. 4 .1 H18. 3.31 2年

 １１　代 小林　　惠 H18. 4 .1 H23. 3.31 5年

 １２　代 道下　義夫 H23. 4 .1 H25. 3.31 2年

 １３　代 森　富士彦 H25. 4 .1 H26. 3.31 1年

 １４　代 芝　　雅春 H26. 4. 1 H28. 3.31 2年

 １５　代 久保　博司 H28. 4. 1 H31. 3.31 3年

滝川消防団長

歴 代 氏 名 就任年月日 退職年月日 備 考

初　代 赤坂　　忍 S47. 4. 1 S50. 9.30 3年 5ヶ月

２　代 奥野　義雄 S50.10. 1 H 5. 4.22 17年 6ヶ月

３　代 柴田　賛三 H 5. 5. 1 H 7. 4.30 2年

４　代 浮穴　孝良 H 7. 5. 1 H15. 3.31 7年 11ヶ月

５　代 井尾　昌夫 H15. 4. 1 H19. 3.31 4年

６　代 赤羽　由晴 H19. 4. 1 H24. 3.31 5年

７　代 坂口　純一 H24. 4. 1 H28. 3.31 4年

８　代 鹿野　勝三 H28. 4. 1 H30. 3.31 2年

９　代 丸岡　秀彦 H30. 4. 1 現　　在

新十津川消防団長

歴 代 氏 名 就任年月日 退職年月日 備 考

初　代 斉藤　権一 S47. 4. 1 S54. 7.12 7年 3ヶ月

２  代 宮崎　博彰 S54. 7.13 S57. 1.31 2年 6ヶ月

勤続年数

勤続年数
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３　代 平野　明徳 S57. 2. 1 H 9. 4.30 15年 2ヶ月

４　代 山香　靖時 H 9. 5. 1 H16. 3.31 6年 11ヶ月

５　代 杉本　正人 H16. 4. 1 H21. 3.31 5年

６　代 宮井　忠士 H21. 4. 1 H27. 3.31 6年

７　代 宮井　純一 H27. 4. 1 現　　在

雨竜消防団長

歴 代 氏 名 就任年月日 退職年月日 備 考

初　代 佐々木市郎 S47. 4.1 S50. 5.31 3年 2ヶ月

２　代 松葉　　弘 S50. 6.1 H15. 3.31 27年 10ヶ月

３　代 松浦　伸治 H15. 4.1 H29. 3.31 14年

４　代 藤村　俊夫 H29. 4.1 現　　在

江部乙消防団長

歴 代 氏 名 就任年月日 退職年月日 備 考

初　代 坂口　末一 S47. 4. 1 S50. 5.12 3年 1ヶ月

２　代 伊藤　　保 S50. 5.13 S62. 3.31 11年 10ヶ月

３　代 宮﨑　信治 S62. 4. 1 H 3. 4.25 4年

４　代 松原　秀雄 H 3. 4.26 H 5. 4.30 2年

※平成５年５月１日、滝川消防団と統合

芦別消防団長

歴 代 氏 名 就任年月日 退職年月日 備 考

初　代 髙砂　裕司 H26. 4.1 現　　在

赤平消防団長

歴 代 氏 名 就任年月日 退職年月日 備 考

初　代 吉成　茂明 H26. 4.1 H27. 3.31 1年

２　代 渡邉　忠司 H27. 4.1 現　　在

勤続年数

勤続年数

勤続年数

勤続年数
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叙位・叙勲

氏 名 所 属 区 分 受章年

大島美喜男 新十津川消防団分団長 勲七等瑞宝章

舟津　幸作 消防本部消防監 勲五等双光旭日章

赤坂　　忍 滝川消防団団長 勲六等瑞宝章

佐々木市郎 雨竜消防団団長 勲六等単光旭日章

岸本　一吉 滝川消防団分団長 勲七等青色桐葉章 昭和55年

舟津　幸作 消防本部消防監 従五位

庄司　當雄 滝川消防団分団長 勲七等青色桐葉章

佐藤　幸作 滝川消防団副分団長 勲六等瑞宝章 昭和62年

柿﨑　　力 消防本部消防司令 勲五等瑞宝章 平成元年

柿﨑　　力 消防本部消防司令 正七位 平成２年

坂口　末一 江部乙消防団団長 勲五等瑞宝章 平成３年

奥野　義雄 滝川消防団団長 従六位・勲五等瑞宝章

小林　弘繁 雨竜消防団副団長 勲六等単光旭日章

石黒　貞一 滝川消防団団長 従六位・勲五等瑞宝章

斉藤　権一 新十津川消防団団長 勲五等瑞宝章

横山　善男 消防本部消防司令長 従七位・勲六等瑞宝章

田湯　孝男 雨竜支署消防司令 従七位・勲六等単光旭日章

奥村　　保 滝川消防団分団長 勲六等瑞宝章 平成８年

田中　　肇 滝川消防団分団長 勲六等瑞宝章 平成９年

柴田　賛三 滝川消防団団長 勲六等単光旭日章 平成10年

伊藤　和男 消防本部消防司令 従七位・勲六等単光旭日章 平成13年

宮﨑　信治 江部乙消防団団長 勲六等瑞宝章

平野　明徳 新十津川消防団団長 勲五等瑞宝章

松葉　　弘 雨竜消防団団長 勲五等瑞宝章

加藤與三松 滝川消防団分団長 勲六等瑞宝章

嵯峨山朋廣 消防本部消防司令 従七位・瑞宝単光章

鈴木　武美 消防本部消防司令 従七位・瑞宝単光章 平成16年

叙位・叙勲・褒章受章者一覧

昭和48年

昭和52年

昭和57年

平成５年

平成７年

平成14年

平成15年
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氏 名 所 属 区 分 受章年

天間　光義 滝川消防団副団長 瑞宝単光章

奥井　一雄 消防本部消防司令 瑞宝単光章

浮穴　孝良 滝川消防団団長 瑞宝双光章

柿﨑　富保 消防本部消防司令 瑞宝単光章

佐武　敏夫 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

高橋　正行 消防本部消防司令 瑞宝単光章

高橋　正行 消防本部消防司令 正七位

土田　健次 新十津川消防団分団長 瑞宝単光章

舟津　博顕 消防本部消防監 瑞宝双光章

松原　秀雄 江部乙消防団団長 瑞宝単光章

宮西　　誼 消防本部消防司令 瑞宝単光章

篠原　秀雄 滝川消防団副分団長 瑞宝単光章

宮西　　務 消防本部消防司令長 瑞宝単光章

井尾　昌夫 滝川消防団団長 瑞宝双光章

東小野　忍 消防本部消防司令 瑞宝単光章

中西　東洋 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

中川　　稔 新十津川消防団副団長 瑞宝単光章

宮西　　務 消防本部消防司令長 正七位

伊藤　　保 江部乙消防団団長 瑞宝双光章

山香　靖時 新十津川消防団団長 瑞宝双光章

　和泉　撤也　 消防本部消防司令 瑞宝単光章

小山　　進 消防本部消防監 瑞宝双光章

木村　茂隆 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

宮西　　誼 消防本部消防司令 正七位

市川　利吉 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

山内　茂男 消防本部消防司令長 正七位・瑞宝単光章

河内山房雄 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

林　　和彦 滝川消防団副分団長 瑞宝単光章

佐々木京一 消防本部消防司令 正七位・瑞宝単光章

髙木　富義 新十津川消防団分団長 瑞宝単光章

奥井　一雄 消防本部消防司令 正七位

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成20年

平成17年

平成18年

平成19年
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氏 名 所 属 区 分 受章年

中川　博靖 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

神原　育夫 消防本部消防司令長 瑞宝単光章

北條　康一 消防本部消防監 瑞宝双光章

島宗　昌弘 消防本部消防司令 正七位・瑞宝単光章

岩上　雅彦 消防本部消防司令 正七位・瑞宝単光章

中西　準一 雨竜消防団分団長 瑞宝単光章

小竹　　明 消防本部消防司令 瑞宝単光章

谷口　敏和 赤平市消防本部消防司令 瑞宝単光章

野原　　彬 芦別消防団分団長 瑞宝単光章

遠藤　健治 芦別市消防本部消防司令 瑞宝単光章

武田　榮治 芦別市消防監 従六位

市川　　豊 芦別市消防司令長 瑞宝双光章

中内　紘治 芦別消防団副団長 瑞宝単光章

菊地　善喜 江部乙消防団分団長 瑞宝単光章

小田嶋満男 消防本部消防司令 瑞宝単光章

宮井　忠士 新十津川消防団団長 瑞宝単光章

酒井　孝幸 赤平市消防司令 瑞宝単光章

菅原　代雄 消防本部消防司令 瑞宝単光章

吉成　茂明 赤平市消防団団長 瑞宝双光章

芳賀　征克 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

小林　　惠 消防本部消防監 瑞宝双光章

中村　高庸 赤平市消防司令長 瑞宝双光章

赤羽　由晴 滝川消防団団長 瑞宝単光章

坂口　純一 滝川消防団団長 瑞宝双光章

宇山　直孝 消防本部消防司令長 瑞宝単光章

稲垣　照夫 滝川消防団分団長 瑞宝単光章

谷口　光雄 赤平市消防司令補 瑞宝単光章

柴田　秀雄 赤平市消防司令 瑞宝単光章

道下　義夫 消防本部消防司令長 瑞宝双光章

鵜飼　良城 赤平市消防団分団長 瑞宝単光章

田中　敏夫 芦別市消防司令 瑞宝単光章

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年
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褒　　章

氏 名 所 属 区 分 受章年

奥野 義雄 滝川消防団団長 藍綬褒章 昭和63年

松 葉 弘 雨竜消防団団長 藍綬褒章 平成３年

赤羽 由晴 滝川消防団団長 藍綬褒章

中西 準一 雨竜消防団分団長 藍綬褒章

坂口 純一 滝川消防団副団長 藍綬褒章 平成21年

小野 英開 芦別消防団分団長 藍綬褒章 平成26年

西村　 洋一 滝川消防団分団長 藍綬褒章 平成27年

田川 吉栄 芦別消防団副団長 藍綬褒章

小野 殖基 芦別消防団副団長 藍綬褒章

朝比奈茂夫 滝川消防団副団長 藍綬褒章 平成29年

平成28年

平成19年
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消
防
の
概
要 

 



（２）人口、世帯数、面積

区　　分
人 口 数 総 面 積

男（人） 女（人） 計（人）

865.04

（世帯） （ｋ㎡）

滝 川 市 18,943 21,054 39,997 21,365 115.90

芦 別 市 6,099 7,314 13,413 7,502

495.47

赤 平 市 4,590 5,518 10,108 5,865 129.88

新 十 津 川 町 3,062 3,524 6,586 2,967

1,797.44

雨 竜 町 1,154 1,227 2,381 1,124 191.15

総 数 33,848 38,637 72,485 38,823

（３）位 置

区　　分
広　　ぼ　　う 位 置 （世界測地系WGS84）

東西（㎞） 南北（㎞） 東端 西端 南端 北端

43゜12’

滝 川 市 16.90 15.80 142゜05’ 141゜52’

43゜26’

43゜31’ 43゜40’

43゜39’

赤 平 市 14.09 18.501 142゜09’ 141゜58’ 43゜28’ 43゜38’

芦 別 市 24.96 48.65 142゜22’ 142゜02’

（１）管　　内　　図
組合構成市町

滝川市・芦別市・赤平市・新十津川町・雨竜町

43゜42’

雨 竜 町 31.80 15.95 141゜55’ 141゜31’ 43゜36’ 43゜44’

新 十 津 川 町 35.00 30.00 141゜54’ 141゜29’

江竜支署

芦別消防署

芦別消防団本部滝川地区(事)消防本
滝川消防署
滝川消防団本部

芦別市

赤平市

滝川市新十津川

雨竜消防団本部

雨竜町

赤平消防署
赤平消防団本部

4
新十津川支署

新十津川消防団本部

※各消防署間の距離
滝川消防署～赤平消防署15.1㎞
滝川消防署～芦別消防署29.1㎞

赤平消防署～芦別消防署14.1㎞
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5,865 10,108

7,666 13,855 5,955

平成31年 2,967 6,586 1,124 2,381 38,823 72,485

21,365 39,997 7,502 13,413

平成30年 2,979 6,789 1,169 2,479 39,292 74,015

21,523 40,523

76,377

2,963 7,088 1,237 2,835 40,619 81,173

2,947 7,023 1,237 2,803 40,559 80,172

21,250 42,292 8,577 16,301 6,548

10,369

21,324 41,262 8,016 14,769 6,185 10,934

21,453 40,978 7,828 14,288 6,102 10,703

21,245 43,281 8,627 16,604 6,627 12,375

21,269 42,815 8,602 16,347 6,548 12,088

82,323

2,979 6,789 1,176 2,526 39,538 75,284

2,964 6,950 1,229 2,751 40,200 78,907

2,967 6,897 1,208 2,664 39,968 77,628

2,981 6,839 1,178 2,573 39,684

平成27年
平成28年
平成29年

内　　　訳
組合管内

新十津川町 雨竜町

世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口

2,994 7,297 1,283 2,970 38,577 83,126

2,986 7,189 1,239 2,874 40,724

平成29年

区分

平成22年
平成23年
平成24年
平成25年
平成26年

平成30年
平成31年

平成23年
平成24年
平成25年
平成26年
平成27年
平成28年

11,753

21,298 41,988 8,344 15,668 6,365 11,550

21,305 41,589 8,191 15,208 6,297 11,270

（４）１０年間人口及び世帯数の推移

平成22年 21,189 43,594 7,526 16,628 5,585 12,637

区分

内　　　　　　　　　　訳

滝川市 芦別市 赤平市

世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000 10年間の人口推移グラフ

滝川市

芦別市

赤平市

新十津川町

雨竜町
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議        員 滝 川 市 議 会

議        長

副　 議 　長 芦 別 市 議 会

平　松　　恭　宏

小　川　　政　憲

三　上　　裕　久

雨 竜 町 議 会

（５）役職者名簿

滝川地区広域消防事務組合議会　議員名簿

職 名 氏 名 備 考

議        員 芦 別 市 議 会

議        員 滝 川 市 議 会

議        員

赤 平 市 議 会

議        員 滝 川 市 議 会

本　間　　保　昭

荒　木　　文　一

大　橋　　二　朗

議        員 新 十 津 川 町 議 会

新 十 津 川 町 議 会

議        員 赤 平 市 議 会

議        員

竹　村　　恵　一

五十嵐　　美　知

安　中　　経　人

小　玉　　博　崇

組 合 長 滝 川 市 長

副 組 合 長 芦 別 市 長

議        員 雨 竜 町 議 会

組合名簿

職 名 氏 名 備 考

野　村　　耕次郎

前　田　　康　吉

荻　原　　　　貢

副 組 合 長 雨 竜 町 長

事 務 局 長 滝 川 市 副 市 長

副 組 合 長 赤 平 市 長

副 組 合 長 新 十 津 川 町 長

西　野　　尚　志

千　田　　史　朗

菊　島　　好　孝

熊　田　　義　信

事 務 局 次 長 新十津川町副町長

事 務 局 次 長 雨 竜 町 副 町 長

事 務 局 次 長 芦 別 市 副 市 長

事 務 局 次 長 赤 平 市 副 市 長

稲　場　　厚　一

伊　藤　　嘉　悦

小　林　　　　透

白　川　　久　純

消 防 本 部 次 長

監 査 委 員 滝 川 市 監 査 委 員

消 防 長

宮　崎　　英　彰

久　保　　博　司

藤　田　　　　博
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（６）消防組織図
【消防本部】

消 防 長 次 長 総 務 課 総 務 係

管 理 係

財 務 係

予防保安係

通信指令課 情報通信係

消 防 係

【消 防 署】

滝川消防署 署 長 管 理 課 庶 務 係

新十津川支署 庶 務 係

予 防 課 保 安 係

予 防 係

警 防 課 救急救助係

警 防 係

江 竜 支 署 庶 務 係

予 防 係

警 防 係

管 理 係

警 防 係

予 防 係

警 防 係

管 理 係

芦別消防署 署 長 管 理 課 庶 務 係

管 理 係

予 防 課 保 安 係

予 防 係

警 防 課 救急救助係

予 防 係

警 防 課 救急救助係

警 防 係

赤平消防署 署 長 管 理 課 庶 務 係

保 安 係

管 理 係
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1 4 19 1 25

合 計 1 4 39 70 35 25 174

５５歳以上

8 10 18

10 10

36

2 30 32

29 7

15 15

13 9２５歳～３０歳未満

３０歳～３５歳未満

３５歳～４０歳未満

４０歳～４５歳未満

４５歳～５０歳未満

５０歳～５５歳未満

16 16

22

合 計
司令長 司 令 司令補 士 長 副士長

区　　　分

２０歳未満

２０歳～２５歳未満

（７）消防職員配置状況

（８）消防職員階級別年齢状況

25 174

6 4 4 19

1 10 21 10 2 44

17

1 9 13 15 48

消 防

副士長
合 計

消 防 本 部

滝 川 消 防 署

消防士

新 十 津 川 支 署

江 竜 支 署

芦 別 消 防 署

赤 平 消 防 署

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長
区　　　分 消防監

消 防

司令長

1 1 4

10

1

10 1

4 3 4

4 39 70 35

2 13

5

1 7 17 6 2 33

（９）消防職員勤続年数

区　　　分 消防監
消 防 消 防 消 防 消 防 消 防

消防士 合 計
司令長 司 令 司令補 士 長 副士長

合 計

消防監
消 防 消 防 消 防 消 防 消 防

消防士

５年未満 18 18

５年～１０年未満 22 7 29

１０年～１５年未満 6 9 15

１５年～２０年未満 21 4 25

7 15 22

２０年～２５年未満 3 27 30

合 計 1 4 39 70 35 25 174

３０年以上 1 4 29 1 35

２５年～３０年未満
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（10）消防団組織図

女 性 分 団

女 性 分 団 

第 一 分 団

第 二 分 団

第 三 分 団

第 四 分 団

第 五 分 団

第 六 分 団

第 七 分 団

第 一 分 団

組 合 長
副 組 合 長

第 二 分 団

平 岸 分 団

第 三 分 団

第 四 分 団

第 五 分 団

第 六 分 団

赤 平 分 団

茂 尻 分 団

文 京 分 団

第 一 分 団

第 二 分 団

第 三 分 団

第 四 分 団

第 五 分 団

第 一 分 団

第 二 分 団

団 本 部

団 本 部

団 本 部

団 本 部

団 本 部

滝 川
消 防 団

芦 別
消 防 団

赤 平
消 防 団

新 十 津 川
消 防 団

雨 竜
消 防 団

事 務 局 長
事 務 局 次 長

女 性 分 団
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5 6

滝川消防団

179

114

1 3 8 8 23 37

定 員 10 9

69

1 2

2053

596

（12）消防団員年齢状況

区　　　分

121

99

30 130

322 545

57

芦別消防団

赤平消防団

新 十 津 川
消 防 団

雨竜消防団

合 計
5

定 員

実 員

23

6 12

102

1

36

6

合計

68

79 110

31 31

9

22

３０年以上 5 9 17 8 9 1 4

27 8

２５年～３０年未満 1 8

２０年～２５年未満 6 6 14

322 545

53

2 41

61

82

104 115

8843

合 計 5 10 33 28 50 97

105

５年～１０年未満 4 7

５年未満

9 15

合 計 5 10 33 28 50 97

20

団員

56

班長区　　　分

105

１５年～２０年未満 3 6

５５歳以上 5 10 27 13 23

１０年～１５年未満 2 2 2

団長 副団長 分団長 副分団長 部長

（13）消防団員勤続年数

5 6 19 46 76

５０歳～５５歳未満 5 9 13 23 26 76

４５歳～５０歳未満

54510 33 28 50 97 322

副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 合計

33 29 50 100 369

3 2

30

1

合計

8 23 41

実 員

103

1

1 2 10 8 8 16

8 16 82

110

1 2 6 5 9 23 56

50

8 31定 員

実 員

8

50

64

71

12 68

5

100

1 2 6 5 9

1 2 6

1 2 6

15

２５歳～３０歳未満

（11）消防団員配置状況

区　　　分 団長 団員

128

副団長 分団長 副分団長 部長 班長

1

4

1 3 2 4 9

３０歳～３５歳未満 1 38 39

４０歳～４５歳未満 1 1 6 23

３５歳～４０歳未満 2

15

実 員

定 員

実 員

定 員

実 員

定 員

２０歳～２５歳未満

２０歳未満

団長

5 10
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指 導 救 命 士 2

※１　心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例
　　　へのブドウ糖溶液の投与認定

薬 剤 投 与 認 定

処置拡大２行為認定(※１) 2 19 5

ビ デ オ 硬 性 喉 頭 鏡 認 定

17

気 管 挿 管 認 定

救 急 Ⅰ 課 程

2 20 9

救 急 Ⅱ 課 程

1 3 20 20

救 急 標 準 課 程 ・ 救 急 科

救 急 救 命 士

6

5

3 27

1

1 6 21 20

14

14ク レ ー ン 運 転 技 能 講 習

玉 掛 技 能 講 習

1 2 5 2

2

3 20 20 5

3 11 34

2 1

8

2

1

2

足 場 組 立 作 業 主 任 者

4

衛 生 管 理 者

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

1

予防技術検定消防用設備等

2 3 3

14 14

予 防 技 術 検 定 危 険 物

1 5 10

1

15

6

消 防 設 備 士 甲 種

消 防 設 備 士 乙 種

危 険 物 取 扱 者 甲 種

危 険 物 取 扱 者 乙 種

危 険 物 取 扱 者 丙 種

1 8

1 13 21 1

3

1

2 5

1

2 9 10

1 8 19 4

3

43 15

2 1

8

21 1

酸 素 欠 乏 危 険 作 業 主 任 者

安 全 衛 生 推 進 者

大型自動車第一種・二種免許

1

大 型 特 殊 自 動 車 免 許

2 5

普通自動車第一種・二種免許 4 39 70

自 動 車 整 備 ２ 級

1

第 二 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士

第 三 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士

１級・ 2級小型船舶操縦士

1

予 防 技 術 検 定 防 火 査 察

ガ ス 溶 接 技 能 講 習

5 11

14 7

4

9

3

（14）消防職員特殊技能資格

区　　　分 消防監
消 防 消 防 消 防 消 防 消 防

消 防 士
司令長 司 令 司令補 士 長 副士長

35 251

2

27

1

1

1

1

1

28 2

4 39 70 35 7
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1

1

3

1

1 1 3

2

2

31 1

1

※１　心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作
　　　症例へのブドウ糖溶液の投与認定講習

7

消

防

職

員

教

育

特

別

教

育
処置拡大２行為講習(※１） 2 1 2 1 1

初 任 教 育

専

科

教

育

警 防 科

予 防 査 察 科

危 険 物 科

火 災 調 査 科

救 急 科

救 助 科

1

1幹 部 科

上 級 幹 部 科

新 任 消 防 長 ・ 学 校 長 科

区分 教育科課程
滝 川
消 防 署

芦 別
消 防 署

赤 平
消 防 署

新十津川
支 署

江 竜
支 署

合 計

総

合

教

育
消 防 団 長 科

消

防

大

学

校

専

科

教

育
救 急 科

新 任 教 官 科

警 防 科

救 助 科

予 防 科

危 険 物 科

火 災 調 査 科

（15）消防学校等入校状況
平成30年度中

滝川団 芦別団 赤平団 新十津川団 雨竜団 合 計

幹 部 教 育 幹 部 科

消

防

団

員

教

育

課 程 別

基 礎 教 育

女 性 教 育

幹 部 教 育

1

13

北

海

道

消

防

学

校

ポ ン プ 操 法 指 導 員 課 程

は し ご 自 動 車 運 用 課 程

気 管 挿 管 再 認 定 講 習

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡
気 管 挿 管 講 習

1

1

1

1

2 4

都 市 型 救 助 課 程

1

3

1

2

4

2

1

2 2

1

4 1

1
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共通経費 消防本部費

 均等割 10 ％

 人口割

 財政割

国勢調査人口 40 ％

単独経費
１　消防署共通経費
２　消防団費
３　施設費

該当経費に関係する市町村が、その経
費の全額を負担

国勢調査世帯数 30 ％

20 ％

区 分 経 費 の 内 訳 負 担 割 合

（16）平成３０年度一般会計予算
（単位：千円）

予算総額 2,160,848

議会費総務費 6,736 

消防本部費 187,977 

消防署費 1,420,674 

消防団費 121,432 

消防施設費 290,508 

公債費 127,695 

予備費 2,000 諸支出金 3,826 

滝川市 679,435 

芦別市 516,696 

赤平市 388,014 

新十津川町 183,052 

雨竜町 111,792 

組合債 190,400 

繰越金 57,870 

諸収入 32,550 

財産収入 寄付金 2 

使用料及び手数料 1,037 

分担金及び負担歳

入

歳

出
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消
防
施
設 

 



鉄筋コンクリー
ト造2階建

平成30年

補強コンクリー
ト平屋建

鉄筋コンクリー
ト造2階建

766.28

328.28

新十津川町字花月201-46

町役場合同庁舎昭和47年

鉄筋コンクリー
ト造2階建

2,799.97

881.08

補強コンクリー
トブロック造平
屋建

昭和57年

木造平屋建

新十津川消防団第三分団詰所

補強コンクリー
トブロック造平
屋建

189.50

鉄筋コンクリー
ト造2階建

平成18年

鉄筋コンクリー
ト造2階建

新十津川町字中央6-100

新十津川町字中央71-97

補強コンクリー
トブロック造平
屋建

昭和51年

新十津川消防団第二分団詰所

滝川消防署新十津川支署

新十津川町字中央301-1

新十津川消防団第一分団詰所

滝川消防署江竜支署

滝川市江部乙町514-11

鉄骨造2階建 平成28年
1,148.76

276.50

平成19年

昭和55年
1,320.00

108.00

292.20

平成30年

雨竜町字尾白利加96-35

652.67

1,563.75

滝川消防団江部乙地区分団詰所

滝川市江部乙町西12-3

滝川消防団第四分団詰所

滝川市東滝川町3-1-22

滝川市滝の川町西3-1-43

消防職員待機宿舎

滝川市大町3-3-4

467.06

113.76

昭和51年

昭和61年

平成23年

平成25年
581.86

133.98

備 考

滝川消防団団本部
女性分団併設

雨竜消防団本部・第一分団詰所

雨竜消防団第二分団詰所

雨竜町字尾白利加88-83

滝川消防署訓練塔

滝川市文京町4丁目1番5号

消防本部・滝川消防署（旧庁舎）

滝川市緑町2-2-31

名 称

所 在 地

鉄筋コンクリー
ト造3階建

昭和54年

滝川消防団第五分団詰所

滝川市泉町2-1-3

滝川消防団第一・二・三分団合同詰所

滝川市本町5-3-3

消防本部・滝川消防署

滝川市文京町4丁目1番5号

滝川消防署北分遣所

（１）消防庁舎施設

鉄筋コンクリー
ト造3階建

平成29年
6,093.83

運用停止

1,266.73

鉄骨造平屋建

鉄筋コンクリー
ト
+ 鉄骨造

平成29年
庁舎同一敷地

107.03

1,241.61

敷地面積

建物面積
構 造 ・ 階 数

取 得 年
竣 工 年

191.70

鉄筋コンクリー
ト造3階建　6戸 362.67

東滝川地域体育
館合築

316.29

571.79

103.93

136.07

81.68

80.19

649.29
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25ｍアングルト
ラス鉄塔一式を
含む

1,210.55

赤平消防団団本
部、赤平分団詰
所併設

赤平消防団平岸分団詰所

鉄筋コンクリー
ト造2階建(塔屋2
階)

赤平市平岸新光町1丁目30番地 136.08

鉄骨造平屋建
1,010.08

赤平市茂尻中央町北1丁目3番地 183.38

赤平消防団茂尻分団詰所

平成27年
1,958.50

敷地面積
備 考

所 在 地 建物面積

取 得 年
竣 工 年

227.18

632.73

326.44

403.15

143.64

昭和54年

139.73

RC造2階建
一部塔屋

平成28年

木造モルタル2階
建

昭和48年

昭和41年

8,478.19

4,049.28

芦別消防署消防救急デジタル無線班渓
山基地局通信局舎

木造モルタル2階
建

昭和52年
1,001.76

木造モルタル2階
建

昭和53年

芦別市上芦別町518番地14 197.64

芦別消防団第四分団詰所 木造モルタル2階
建

昭和50年
390.11

芦別市野花南町977番地18

木造モルタル2階
建

芦別市頼城町4番地

平成30年

鉄骨造平屋建 平成16年

芦別消防団第六分団詰所(本所)

赤平市西文京町4丁目2番地

赤平消防団文京分団詰所
鉄骨造平屋建

赤平消防署消防機械器具倉庫

平成24年

赤平消防署

芦別市幌内

耐蝕アルミ板組
立式

平成28年
400.00

24.50

文京分団詰所同
一敷地内

696.50

新十津川消防団第四分団詰所

新十津川町字大和116-1

新十津川消防団第五分団詰所

新十津川町字吉野105-6

芦別消防署消防総合庁舎

芦別消防団第三分団詰所

芦別消防団第五分団詰所

芦別消防団団本部、
芦別消防団第一分
団、女性分団詰所併
設芦別市本町42番地1 2,363.90

芦別市常磐町331番地4

芦別消防団第六分団(分所)

構 造 ・ 階 数

芦別市西芦別町81番地1

赤平市大町4丁目5番地2

名 称

芦別消防団第二分団詰所

芦別市新城町186番地1

昭和52年
330.74

81.68

木造サイディン
グ張り平屋建

昭和62年
245.82

80.19

補強コンクリー
トブロック造平
屋建

木造モルタル2階
建

197.64

コンクリートブ
ロック2階建

昭和57年
赤平市西文京町4丁目2番地 93.23

148.50

420.78

197.64
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水量2,000ℓ平成12年水Ⅱ型

平成27年

平成29年 水量5,000ℓ

水量10,000ℓ

所属

本
部

日産 中型車 平成10年

三菱

三菱

滝川指揮車

ボートトレーラ―

ホイールローダ

滝川ポンプ1 CD-Ⅰ型

高規格

日産

呼 称

連絡車1

滝
川
消
防
署

4tダンプ

滝川はしご

江
竜
支
署

江竜タンク

マイクロバス

新十津川タンク
新
十
津
川
支
署

新十津川救急

新十津川水槽

トヨタ

滝川タンク2

滝川タンク3

いすゞ

連絡車3

日野

滝川広報車 トヨタ

ミッドウエスト

日野

ワゴン

滝川タンク1

滝川救急1

滝川救急2 高規格

RV車

日野

水Ⅱ型

水Ⅱ型

江竜救急 日産 高規格

年 式

※緊急消防援助隊登録車両

35ｍ級

メーカー

日産

日野

日野

平成14年ワゴン

種 別

普通車

水Ⅱ型

水Ⅱ型

備 考

水量2,000ℓ
※緊急消防援助隊登録車両
水量6,000ℓ、圧縮空気泡消火
装置（CAFS）搭載

水量2,000ℓ

はしご35ｍ級、先端屈折式、
水路管付

トヨタ

トヨタ

平成 6年

平成16年

平成24年

平成 7年

平成28年

平成 5年

平成22年

平成15年

平成19年

平成19年

平成 2年

※平成31年度から緊急消防援
助隊登録車両

平成21年

水量10,000ℓ、セルプラ付江竜水槽 日野 水槽Ⅱ型 平成17年

江竜広報車 トヨタ RV車

平成30年

新十津川指揮広報車 三菱

日野 水槽Ⅱ型 平成11年

日野

ホイールローダ TCM

トヨタ 高規格

ミニバン

平成11年

平成19年

（２）消防車両現勢

平成30年

平成 8年 2B救急車改造

連絡車2 トヨタ 普通車 平成15年
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水量2,500ℓ、圧縮空気泡消火
装置（CAFS）搭載

昭和63年 タンク車、水量2,000ℓ

平成 2年 タンク車、水量2,000ℓ

平成25年

水量10,000ℓ

平成24年

赤
平
消
防
署

芦別タンク２

所属

芦
別
消
防
署

ボートトレーラ―

芦別タンク３

芦別指令

芦別タンク１ 日野

芦別救急２

芦別救急１ 日産

水Ⅱ型

RV車

トヨタ

小林英一氏寄贈

芦別広報 ワゴン

トヨタ 平成24年

いすゞ 水Ⅱ型

いすゞ 水Ⅱ型

水Ⅱ型

水槽Ⅱ型 平成12年芦別水槽 日野

呼 称 メーカー 種 別 年 式 備 考

高規格 平成31年

赤平指令車 トヨタ 普通車 平成13年

トヨタ 高規格 平成22年

赤平広報車 トヨタ ワゴン

水槽Ⅱ型

平成29年

水量9,000ℓ

EZ RODER 平成12年

平成30年

平成19年

トヨタ 高規格 平成21年

査察車 ホンダ

赤平タンク1 日野
水量2,000ℓ、クラスＡ消火薬
剤混合装置搭載

日野 クレーン積載赤平救工車

赤平救急1号車

救工Ⅱ型 平成10年

トヨタ 高規格 平成11年赤平救急2号車

芦別救工 日野 救工Ⅱ型 平成20年
小型動力ポンプ、クレーン積載
※緊急消防援助隊登録車両

軽自動車 平成18年
赤平ライオンズクラブより寄
贈

赤平タンク2 日野 水Ⅱ型 平成 8年
日本損害保険協会より寄贈、水量2,000
ℓ　※緊急消防援助隊登録車両

赤平水槽 日野
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救助資器材搭載型消防ポンプ車

ポンプ車

CD-Ⅰ型

CD-Ⅱ型

平成27年

ポンプ車

ポンプ車

タンク車、水量2,000ℓ

平成26年

平成31年いすゞ

雨
竜

消
防
団

所属 呼 称

滝
川
消
防
団

新
十
津
川
消
防
団

芦別上芦

赤
平
消
防
団

芦
別
消
防
団

文京分団車 日野

三菱

芦別新城 三菱

第四分団車

第三分団車

芦別頼成

第一分団車

第二分団車

CD-Ⅰ型

第二分団車 日野 水Ⅰ-A型

日野

メーカー

いすゞ

いすゞ

タンク車、水量1,500ℓ

タンク車、水量1,500ℓ

タンク車、日本損害保険協会
より寄贈、水量1,500ℓ

タンク車、水量1,500ℓ

平成23年
水量600ℓ、圧縮空気泡消火装
置（CAFS）搭載

第一分団車 日野 水Ⅱ型 平成25年 水量2,000ℓ

第二分団車 日野

平成 4年

平成25年

水Ⅰ-A型

日野

三菱 CD-Ⅰ型 平成 6年

CD-Ⅰ型

水Ⅱ型

第六分団車

平成25年 タンク車、水量1,500ℓ

第一分団車

三菱 CD-Ⅰ型

CD-Ⅰ型

平成24年

CD-Ⅱ型 平成 5年

水Ⅰ-A型 平成17年

ポンプ車

種 別

第一分団車 日野

平成 8年

第七分団車 日野

芦別４ トヨタ CD-Ⅰ型

芦別野花南 いすゞ CD-Ⅰ型

芦別西芦 トヨタ

芦別３ いすゞ

平成 8年

芦別常磐

平岸分団車 いすゞ

水Ⅰ-A型

平成23年

日本損害保険協会より寄贈

平成19年

平成14年

第五分団車

平成26年

水Ⅰ-A型 平成12年

日野

第五分団車 日野 水Ⅰ-A型 平成11年 タンク車、水量1,500ℓ

第三分団車 三菱 CD-Ⅰ型 平成 7年 ポンプ車

第四分団車 CD-Ⅰ型 ポンプ車

タンク車、水量1,500ℓ
※緊急消防援助隊登録車両

いすゞ

ポンプ車

水Ⅰ-A型

年 式 備 考

CD-Ⅰ型 平成22年 ポンプ車

赤平分団車 いすゞ CD-Ⅰ型 平成30年 ポンプ車

茂尻分団車 いすゞ CD-Ⅰ型 平成23年

ポンプ車

ポンプ車

ポンプ車

ポンプ車

ポンプ車

平成12年

平成22年

平成 3年

ポンプ車

CD-Ⅰ型

CD-Ⅰ型

三菱 CD-Ⅰ型
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三 連 は し ご

大 型 油 圧 救 助 器 具 一 式

1

4

金属製折りたたみ梯子又はワイヤーはしご

1油 圧 ジ ャ ッ キ

サバイバースリング又は救助用縛帯

電動式油圧救助器具一式

空 気 式 救 助 マ ッ ト 1

2

救 助 用 担 架

平 担 架

救 命 索 発 射 銃

3

5

1

1

1

2

18

2

2

ガ ス 溶 断 機

1

一 般 救 助 器 具

2

1

18

3

1

1

4

1

1

切 断 用 器 具

2

13

消 火 器 具

1

2

1

組 立 水 槽 3

1010

2

か ぎ 付 は し ご

2

1

二 連 は し ご

2

8

8

1

1

2

10

2

1

5

418 13

2

2

3

1

81

1

2

1

1

3 18

3

3

1

11

重 量 物 排 除 用 器 具

マット型空気ジャッキ一式

1

5

7

3

1

1 1

1

1

1

1

油 圧 救 助 器 具 一 式 1 1

（３）保有資器材状況

8

滝 川
消防署

芦 別
消防署

7

江 竜
支 署

ラインプロポーショナー

合 計

小 型 動 力 ポ ン プ

62管 そ う

赤 平
消防署

主要消防資器材

新十津川
支 署

2

　　　　　　　　　　　　 署　別
 区　分

1

10

1

7

背 負 式 消 火 水 の う

1

1

9

1

可 搬 ウ イ ン チ 2

1

マ ン ホ ー ル 救 助 器 具

エ ン ジ ン カ ッ タ ー

1

チ ェ ー ン ソ ー

3

バッテリー式セイバーソー

空 気 切 断 機

鉄 線 カ ッ タ ー 7

1

2

22

2

1

1

11

1

18

2

1 9

1

2

2

2 1 3 1 1 8

20

3

1

2

3

81

1電動式大型油圧救助器具一式 1
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5

6

15

40

1

熱 画 像 カ メ ラ 1

9

2 2

1

48

43

2

携 帯 警 報 器

隊 員 保 護 用 器 具

耐 電 衣 ・ ズ ボ ン

送 排 風 機

空 気 ボ ン ベ 41

5

2

6

2

3

13

11

携帯用コンクリート破壊器具

空 気 呼 吸 器

防 塵 メ ガ ネ

耐 熱 服

ハ ー ネ ス

防 塵 マ ス ク

ハ ン マ ド リ ル

測 定 器 具

呼 吸 保 護 用 器 具

1

1213

万 能 斧

3

1

4

削 岩 機

複合型測定器(可燃性ガス・有毒
ガ ス 、 酸 素 濃 度 ）

2

赤 平
消防署

破 壊 用 器 具

ハ ン マ ー

可 燃 性 ガ ス 測 定 器

有 毒 ガ ス 測 定 器

酸 素 濃 度 測 定 器

1

1

1

1

2

　　　　　　　　　　　　 署　別
 区　分

滝 川
消防署

8

芦 別
消防署

10 3

12

5

4

6

4

8

39

4

7

1

7

1

2

2

169

57

19

1

33

3

54

2

5

10

21

9

19

1

6

1

1

1

4

2

1

7

1

6

1

新十津川
支 署

江 竜
支 署

1

34

合 計

6
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4

5

1

赤 平
消防署

芦 別
消防署

　　　　　　　　　　　　 署　別
 区　分

緊 急 消 防 援 助 隊 貸 与 品

緩 降 機

ガンマ線及びＸ線用線量率計(H23)

個 人 線 量 計 (H24)

4

5

2

9

31

7

1

2

1

8

4

滝 川
消防署

全 面 マ ス ク (H24)

登 山 用 器 具 一 式

船 外 機

救 命 胴 衣

救 命 浮 輪

携 帯 型 Ｇ Ｐ Ｓ

発 電 機

そ の 他 の 救 助 器 具

表 面 汚 染 検 査 計 (H24)

投 光 器 一 式

ガンマ線及びＸ線用線量率計(H24）

個 人 線 量 計 (H23)

携 帯 拡 声 器

救 命 ボ ー ト

水 難 ・ 山 岳 救 助 用 器 具

5

1

3

1

5

2

1

6

1

15

3

12

6

2

3

1

1

1

3

2

1

5

4

1

1

5

2 2

15

4

1

10

1

2

6

3

8

1

2

3

55

27

2

1

2

江 竜
支 署

3

2

22

21

82

18

5

合 計

20

2

21

5

新十津川
支 署
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4

4

2

1

1

6

ス ク ー プ ス ト レ ッ チ ャ ー

バ ッ ク ボ ー ド

16

165

5

3

4

2

2

2

1

8陰 圧 式 ギ プ ス

3

そ の 他 の 資 器 材

殺菌装置（紫外線、オゾン発生器）

4 1

1 1

1

滅 菌 器 （ 高 圧 蒸 気 ） 4

消 毒 用 資 器 材

1 1 1

5

布 担 架 、 タ ー ポ リ ン 担 架 等 27

椅 子 式 担 架

8

4

4

1

54

ストレッチャー(椅子式担架兼用含む。） 10

搬 送 用 資 器 材

2 4 112

11

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡一式 8

喉 頭 鏡 一 式

2

4 3

2 11

1 1

2

2

13吸 引 器

16

シ ョ ッ ク パ ン ツ 13

除 細 動 器

4

3

3

3

3

1 2

1

1

4

2

24

5

4

23

自 動 式 人 工 呼 吸 器 7

手 動 式 人 工 呼 吸 器

2

11

1

7

1

1

12

4

8生 体 情 報 モ ニ タ ー

自 動 式 心 マ ッ サ ー ジ 器 3

呼 吸 ・ 循 環 管 理 用 資 器 材

1

2 2

1

1 1

1

2

4

血 糖 測 定 器 8

パ ル ス Ｃ Ｏ オ キ シ メ ー タ

2

2 1

2 1

1

12

21

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 器 12

血 圧 計

4

6 3

3

2

21

3

2

7

観 察 用 資 器 材

主要救急資器材

　　　　　　　　　　　　　　署　別
 区　分

滝 川
消防署

芦 別
消防署

赤 平
消防署

新十津川
支 署

江 竜
支 署

合 計
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32

32

48

16

586

3 3

56

274

4

1

93

60㎥以上100㎥未満

100 ㎥ 以 上

私 設 防 火 水 槽

40㎥以上 60㎥未満

20㎥以上 40㎥未満

1365

113

（４）現有消防水利

12

23

単 口

双 口 1

22

2

138

237

新十津川
地 区

地 区 内 訳

合 計

公 設 消 火 栓

私 設 消 火 栓

695

35

　　　　　　　　地 区 別

  区　分
滝 川
地 区

雨 竜
地 区

芦 別
地 区

赤 平
地 区

1

27

11

3

4

10

3

18

3

17

203 3

1,108総 数 117 144

3貯 水 池 等

27そ の 他

1

1211685防 火 水 槽 合 計 351

350449

7

237

60㎥以上100㎥未満

消 火 栓 合 計

100 ㎥ 以 上

単 口

84

4

4

88

16

84

32319

9

24

31

7

68

350

310

双 口

75 ㎜ 未 満

公 設 防 火 水 槽

97 97

11 12 23

3

333

90

28

113

730

120

23

打 込 消 火 栓

14

1

13

40㎥以上 60㎥未満

16

井 戸 等

20㎥以上 40㎥未満

13



サイレン吹鳴装置

1

通
信
指
令
装
置

メール招集サーバー契約 1

4

3

消防救急指令装置

合 計

1

4 2

3

江竜 (雨竜）

1

4

25

1

7

3

芦 別 赤 平 新 十 津 川

団 署 団 署 団

滝 川

支 署 団

1

1

9 8

1

1

9 4

署 支 署 団

無
　
線

消 防
本 部

陸上移動局　車載デジタル

陸上移動局　可搬デジタル

陸上移動局　デジタル携帯

1

陸上移動局　卓上固定デジタル

基地局　デジタル

　　　　　　　　　　　本 署 別
 区　分

1

9 7

1417

1 1

10

サイレン遠隔制御装置（子機）

14

移
動
電
話

3

5

18

5

3

1

衛星携帯電話

8

1 4

1 4

1

2019

4

1 4

1

（５）無線機器の状況

3

22

サイレン遠隔制御装置（親機）

3

2

48陸上移動局　署活系

3

4 494

携帯電話（スマートフォン含む）

1 1 5

7 101

626

45



予 
 

防 

 



1 1 1 1

1 4

4 5 2

3

4 4 2 1

1 2

完 成 検 査 申 請 書

完 成 検 査 前 検 査 申 請 書

譲 渡 引 渡 届 出 書

品 名 、 数 量 又 は 指 定 数 量 の
倍 数 変 更 届 出 書

廃 止 届 出 書

6

19

6

6

2 4

1 5

設 置 許 可 申 請 書

変 更 許 可 申 請 書

予防規定制定・変更許可申請書

仮貯蔵・仮取扱承認申請書

休 止 再 開 届 出 書

内 容 変 更 届 出 書

軽 微 な 変 更 届 出 書

1

消

防

法

関

係

（１）構成市町別事務処理件数
平成３０年度中

11

3

459

22

火 気 使 用 工 事 届 出 書

防 火 管 理 者 選 解 任 届 出 書

消 防 計 画 作 成 届 出 書

工事整備対象設備等着工届出書

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 書

消防用設備等点検結果報告書

消防法令適合通知書交付申請書

84

93

56

14

6

7

13

1

9

26 5012

84

18184

36

19

17

6

20

27

3

1

2

4

73

15

669

1

246 85

11

5

4

138

42

24

11

17

12

14 2 1

432

11 1 12

11125

3

4

13

4 3 11 1

3 1 1 1

8 6 5

赤平市 新十津川町 雨竜町 合　計

6 1 6

2 1 1

市町村別

 事務別
滝川市 芦別市

危

険

物

関

係

危険物保安監督者選任・解任届出書

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス
等 の 貯 蔵 取 扱 届 出 書

確 認 申 請 書 （ 建 築 物 ）

計 画 通 知 書 （ 建 築 物 ）

20 5

21

7

64

6

仮 使 用 承 認 申 請 書

変更許可及び仮使用承認申請書

46



13

2

17

1

2

8

（２）構成市町別危険物施設数

　　　　　　　　市町村別
 
 製造所等

滝川市

1

12

3

6

合 計

合　計

1

494 538 442 219 104 1,797

1

12

3

42

4

1

23

3

14

12 14

1

10

9

12

335

127

11

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届 出

37

65

28

7

少量危険物タンク検査申請

り 災 証 明 申 請 書

7

34

12

2

8 2

証 明 申 請 書

発 電 備 設 等 設 置 届 出 書 2

17

対 象 火 気 器 具 等 を 使 用
す る 露 店 開 設 届 出 書

341

11

82

1

7

7

21

3 2

7

火災とまぎわらしい煙又は火炎を発す
る お そ れ の あ る 行 為 の 届 出 書

煙 火 打 上 げ 届 出 書

催 物 開 催 届 出 書

露 店 開 設 届 出 書

2

10

1

8

1 1312

条

例

関

係

道 路 工 事 届 出 書

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可
燃 物 貯 蔵 取 扱 届 書
少 量 危 険 物 ・ 指 定 可
燃 物 貯 蔵 取 扱 廃 止 届 出

禁 止 行 為 解 除 承 認 申 請 書

防火対象物使用開始届出書

防 火 対 象 物 休 止 届 出 書

ボ イ ラ ー 等 設 置 届 出 書

屋 内 貯 蔵 所 20

屋 外 貯 蔵 所 41 3

11 6 3

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 15

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 3817 8 3 2 8

6 1 6 1 1

2 1

一 般 取 扱 所 87

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 182

給 油 取 扱 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 3

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 11342 32 17 16 6

合 計 222 126 110 49 32 539

34 14 33 3 3

11

20

7737 15 13

2

1

1

7 5

72 47 35 20 8

芦別市 赤平市 新十津川町 雨竜町

47



（３）構成市町別防火対象物数

16
複合用途（ 特 定）

倉 庫

前各号に該当しない事業所

16項イ以外の複合用途

10

11

12

13

工 場 ・ 作 業 場イ

ロ

イ

5

17 文化財保護法等認定建造物

14

15

イ

337

11230 22

65

47 49

ロ

ロ 飛行機等の 格 納庫

映画・テレビスタジオ

自動車車庫・駐車場

204

379

1

47 95

10

1

4

2

2

2

4

187 24 5

79

7

11

1

8

1

55

2

2

21

3

120

49

23

3

33

13

49

15

3

13

12

5

54

1,398

7

278

6

147

37

882 29

1

62

3

50

200

9

33

14

23

20

125 5

3

14

4

11317 1180 41

514

11

1

5 1

1

5

159

7

15

2

36

1

72

3

17

1

19

2

3

4

5

6

7

8

9

上記以外の社会福祉施設

幼稚園・特別支援学級

学 校 の 類

図書館・郷土館の類

蒸気・熱気浴場の類

上記以外の公衆浴場

二

イ

ロ

ロ

イ

ロ

ハ

イ

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 の 類

旅館・ホテ ル の類

寄 宿 舎 ・ 下 宿

病 院 ・ 診 療 所
自 力 避 難 が 困 難 な
社 会 福 祉 施 設

待合・料理 店 の類

飲 食 店

百貨店・マーケット

ロ

イ

合 計

合　計

1

区分 滝川市 芦別市 赤平市 新十津川町 雨竜町

イ

ロ

イ

ロ

ハ

二

劇 場 ・ 映 画 館 等

公 会 堂 ・ 集 会 場

キャバレー・カフェーの類

遊技場・ダンスホール

性風俗関連特殊営業等

カラオケボックス・その他

1

568

39281

22

58

13

65 43100

50

7

149

31

17

3

21

6

23

1

50

60

1

239

329

92

182

19

11

2872

2,446 791 644 311 184 4,376

54

38

2

48



火
災
統
計 

 



建
物
表
㎡

そ

の

他

1

1

2 953 192

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

焼 損 棟 数 焼 損 面 積

林
野
ａ

合

計

建
物
床
㎡

死傷者数損　　害　　額　（千円）
焼
損
車
両
台
数

死

者建築物 収容物

負

傷

者

林

野

車

両

建 物
合　計

小

損

合

計

り
災
人
員

半

損

35

1,145 11

35

2,850

1 2

119 建物火災 店舗

119 1 1 2 251 1

一般加入

35

その他火災 その他
(ビニールハウス)

1119 建物火災 一般住宅 1 1

1

2 一般加入 車両火災

9

8

7

6

1

4

5

12

11

10 119 建物火災 倉庫 1

119 建物火災 住宅 1

13

平成３０年中

（１）平成３０年火災一覧

加入電話 車両火災

3 1

2,8501

1

火
災
番
号

覚
知
方
法

火
災
種
別

全

損

り災世帯数火
元
用
途

その他
（除雪機）

1 2

乗用自動車

119 建物火災 倉庫 11 672

368

48 12 60

683

建物火災 共同住宅 10

1 48 1

368

119 建物火災 共同住宅 1

620 6201 1 100

2 40

50

4,770319 4,451119 建物火災 倉庫 1

2,465 1,849 4,3141

1

1

119 車両火災 貨物自動車 1,114 1,114

131

10 10

781 54 8351 1 2

1 4119 建物火災 作業場 1 1

49



建
物
表
㎡

そ

の

他

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

焼 損 棟 数 焼 損 面 積

林
野
ａ

合

計

建
物
床
㎡

死傷者数損　　害　　額　（千円）
焼
損
車
両
台
数

死

者建築物 収容物

負

傷

者

林

野

車

両

建 物
合　計

小

損

合

計

り
災
人
員

半

損

火
災
番
号

覚
知
方
法

火
災
種
別

全

損

り災世帯数火
元
用
途

1,478

25 119 建物火災 物置兼車庫 1 2 3 61 3 1 1

1

471

20 119 建物火災 住宅 1 1 10 1 1

22 119 建物火災 倉庫 1 1

1 24

1

6 3

23 119 その他火災 電柱類

24 事後聞知 その他火災 住宅

26 119 建物火災 住宅 1 1 102 1

121

7445061

121

13

6,500

6 130 13 1

25 488 152

1

19

18 事後聞知 車両火災 貨物自動車

21

計 5 3

1

1

14 3

16

15

14 事後聞知 建物火災 住宅兼治療所

119 建物火災 共同住宅

17

119 車両火災 乗用自動車

119 建物火災 住宅 1

1 11 1 41 1 1

6,354 1461 28

1

238119 車両火災 火葬車

119 建物火災 格納庫

90 901

4 5 9 10,060 2,767

1 3 3,233

12,827

5 1,342 136

3,049 1841

1 2 10,902 691

2 3 383 88

11,593

237,550 11,253 4,726 369 53,8987 3 3 9 15 34

50



4

2

102

54

4

2

2

5 2 26

1

3

2

合　計

焼

損

棟

数

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

合 計

火

災

件

数

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他 火 災

合 計

区域
区分

滝川市 芦別市 赤平市 新十津川町 雨竜町

17

1

5

6

焼

損

面

積

建 物 床 ㎡

建 物 表 ㎡

林 野 ａ

り
災
世
帯
数

合 計

損

害

額

(

千

円

）
合 計

死 者

焼 損 車 両 台 数

負 傷 者

全 損

半 損

小 損

そ の 他

6,741

1,124

3,096

車 両

林 野

収 容 物

り 災 人 員

建 物

7

3

31

3

3

2

33,760

27

6

2,975

369

4,726

92 1

8,622 2,521 22 88 11,253

2

53,898

37,550

34

152 2

311 383

961 839

1 368

627

4

29

367

15

488

152

3

（２）構成市町別火災発生状況
平成３０年中

25

31

14

3

2 2

6

61

3 3

9

1

3

3

2

13

2

8

11

45,357

3 1

1 1

2

18 3

6

2
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1

か ま ど

内 燃 機 関

取 灰

電 気 装 置

炉

衝 突 の 火 花

7

焼 却 炉 1

1

電 気 機 器 1

1

1

1

1

排 気 管

こ た つ

ス ト ー ブ

火 入 れ

マッチ・ライター

26

1

1 3

4

合 計 13 6 2

1

2

1

1

1 1

灯 火

5

1

2そ の 他

不 明

放 火 の 疑 い

電灯・電話等の配線

1

火 あ そ び

溶 接 機 ・ 切 断 機

こ ん ろ 1

（３）原因別火災発生状況
平成３０年中

区域

　区分
滝川市 芦別市 赤平市

1 2

新十津川町 雨竜町 合　計

1

風 呂 か ま ど

2

た ば こ

煙 突 ・ 煙 道

2

1

た き 火

放 火

1

1

5配 線 器 具

ボ イ ラ ー

52



土

4

1

1

2

84

木

3

1

4

金

2

2

新 十 津 川 町

雨 竜 町

合 計

滝 川 市

芦 別 市

赤 平 市

11 12
月

区　域
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2

1 1

1 1

1 2 1 3 21

3

合 計

雨 竜 町

新 十 津 川 町

赤 平 市

芦 別 市

滝 川 市

曜  日

区　域
日

2

3

合計

13

5

6

2

26

1

1

合計

13

5

1 6

2

月

1

1

1

火

1

1

水

1

2

合 計

時

区　域

滝 川 市

芦 別 市

赤 平 市

新 十 津 川 町

雨 竜 町

20 21

1 11

2

18 19

1 1 1

21 2 1

14 15 16 1712 13

1

3

11 4 1 1 1

1

平成３０年中

平成３０年中

平成３０年中

5

6

2

26

（４）月別火災発生状況

（６）時間別火災発生状況

（５）曜日別火災発生状況

雨 竜 町

合 計

合計

13滝 川 市

芦 別 市

赤 平 市

新 十 津 川 町

時

区　域

1 2 1

22

3 2

1

1

1 11 4 4 4 5 2 3

1

不明 0 1 2 3 4 5 107 8 9

1 1 21 1

26

1

1

1

1

23

2

1

22

小計

2

2

9

3

1

13

6 11

1

1

1
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救
急
救
助
統
計 

 



（１）月別救急出動件数

1 出動件数 27 1 1 39 1 3 217 47 336 19

月 搬送人員 30 1 1 37 1 2 214 36 322

2 出動件数 20 2 1 33 1 2 184 48 291 28

月 搬送人員 20 2 1 32 1 1 183 26 266

3 出動件数 8 2 2 48 1 1 162 44 268 32

月 搬送人員 9 1 2 46 2 1 153 24 238

4 出動件数 1 8 1 27 1 199 33 270 15

月 搬送人員 2 9 1 27 194 24 257

5 出動件数 19 2 26 1 2 171 32 253 16

月 搬送人員 16 2 24 1 2 167 25 237

6 出動件数 13 5 2 29 1 185 34 269 22

月 搬送人員 11 5 2 28 1 180 21 248

7 出動件数 1 11 2 1 36 2 201 31 285 27

月 搬送人員 13 2 1 34 196 15 261

8 出動件数 13 1 46 2 4 168 48 282 29

月 搬送人員 12 1 45 2 1 164 28 253

9 出動件数 10 2 39 1 182 41 275 14

月 搬送人員 12 2 39 1 181 30 265

10 出動件数 13 1 3 43 2 174 36 272 13

月 搬送人員 14 1 3 43 1 173 25 260

11 出動件数 10 1 1 34 3 3 159 42 253 24

月 搬送人員 10 1 1 34 1 1 153 29 230

12 出動件数 24 2 2 41 4 193 41 307 23

月 搬送人員 23 2 2 41 3 189 28 288

出動件数 2 176 21 14 441 10 25 2,195 477 3,361 262

搬送人員 2 179 20 14 430 8 14 2,147 311 3,125

不

搬

送
　月

総

計

　  事故種別 火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合

計
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（２）署・支署別救急出動件数

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合

計

不

搬

送

出動件数 2 86 11 10 208 6 14 1,073 234 1,644 137

搬送人員 2 91 10 10 205 5 10 1,055 138 1,526

出動件数 36 3 2 95 3 7 436 120 702 53

搬送人員 33 3 2 91 3 1 423 94 650

出動件数 15 5 2 74 341 93 530 36

搬送人員 17 5 2 72 338 63 497

出動件数 15 2 31 1 1 161 16 227 21

搬送人員 13 2 29 152 10 206

出動件数 6 12 67 6 91 6

搬送人員 7 12 63 4 86

出動件数 18 21 3 117 8 167 9

搬送人員 18 21 3 116 2 160

出動件数 24 33 3 184 14 258 15

搬送人員 25 33 3 179 6 246

出動件数 2 176 21 14 441 10 25 2,195 477 3,361 262

搬送人員 2 179 20 14 430 8 14 2,147 311 3,125

出動件数・搬送人員 

新
十
津
川

江

竜

雨

竜

上
記
以
外

小

計

総

計

 事故種別

 区 　分

滝

川

芦

別

赤

平

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

火災 自然災害 水難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他

2 0 0 

176 

21 14 

441 

10 25 

2,195 

477 

2 0 0 

179 

20 14 

430 

8 14 

2,147 

311 
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　    事
故種別

 年齢区
分

事
故種別

 傷病程
度

（３）時刻別救急出動件数

（４）曜日別救急出動件数

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

156

109

144

276

458

438

379

324

349

292

240

196

0～2 6～82～4 4～6 8～10 10～12 12～1414～16 20～2216～18 18～20 22～24

0

100

200

300

400

500

600

日 月 火 水 木 金 土

445

541

468
490

457

501

459
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火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合

計

1 1

2 12 26 9 49

6 5 14 32 3 60

1 100 19 7 77 5 11 480 59 759

1 71 1 2 327 3 3 1,608 240 2,256

2 179 20 14 430 8 14 2,147 311 3,125

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合

計

4 1 4 1 147 15 172

7 2 59 242 87 397

1 42 7 2 153 3 8 786 172 1,174

1 126 10 12 214 5 5 972 37 1,382

2 179 20 14 430 8 14 2,147 311 3,125

（５）その他：医師の診断がないもの及び「その他の場所」へ搬送したもの。

合 計

（１）新生児：生後２８日未満の者

（２）乳幼児：生後２８日以上、満７歳未満の者

（３）少　年：満７歳以上、満１８歳未満の者

（４）成　人：満１８歳以上、満６５歳未満の者

（５）高齢者：満６５歳以上の者

（１）死　亡：初診時において、死亡が確認されたもの。

（２）重　症：傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。

（３）中等症：傷病の程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの。

（４）軽　傷：傷病の程度が入院を必要としないもの。

（５）事故種別年齢区分別搬送人員

 事故種別

 年齢区分

新 生 児

乳 幼 児

少 年

成 人

高 齢 者

合 計

（６）事故種別傷病程度別搬送人員

 事故種別

 傷病程度

死 亡

重 症

中 等 症

軽 傷

そ の 他
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5 21

5

16

16 21

7 10 17

2

1 21

1 2

1

1

2

1 2

1 1

1

5

41

20 41

5

5

14 3823 1

合 計

雨

竜

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

交

通

事

故

水

難

事

故

風
水
害
等
自
然
災
害

機
械
等
に
よ
る
事
故

5

5

5

1

20 1

120

20

9

そ

の

他

の

事

故

合

計

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破

裂

事

故

2 12

2 11

2

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

8

1

1

1

1

滝

川

芦

別

赤

平

新

十

津

川

上

記

以

外

江

竜

（７）署・支署別救助出動件数

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

火　　災種　　別

　区　　分

建

物

建

物

以

外

11

活 動 件 数

救 助 人 員

2

8 1
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参
考
資
料 

 



赤 平 市 平成 7年 9月 7日

滝 川 市

芦 別 市

滝 川 地 区 防 火 安 全 協 会

芦 別 市 防 火 安 全 協 会 平成30年 5月11日

平成14年 4月24日

赤 平 市 平成17年 4月 1日

滝 川 市 婦 人 防 火 ク ラ ブ 滝 川 市 昭和55年11月25日

昭和57年 6月25日滝川地区幼少年婦人防火委員会

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

新十津川町婦人防火クラブ 新 十 津 川 町 昭和55年 4月21日

野 花 南 婦 人 防 火 ク ラ ブ

滝 川 市

赤 平 市 防 火 安 全 協 会

赤平市幼少年婦人防火委員会

芦 別 市 平成 8年 7月 1日

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

滝 川 市 立 西 小 学 校 支 部

滝川市立滝川第二小学校支部

滝川市立滝川第一小学校支部

新十津川町少年消防クラブ

滝 川 市 昭和54年 8月27日

滝 川 市 昭和54年 8月27日

昭和39年 6月 3日

滝川市立滝川第三小学校支部

昭和55年10月25日

昭和56年11月30日

昭和57年10月16日

滝 川 市 立 東 小 学 校 支 部

赤 平 市 少 年 消 防 ク ラ ブ

滝 川 市

滝 川 市

滝 川 市

新 十 津 川 町

赤 平 市

平成 7年 9月 1日

雨 竜 町

昭和59年 5月 1日

昭和55年10月25日

滝川市立江部乙小学校支部

滝 川 市

（１）火災予防団体及び消防協力団体状況

一 の 坂 保 育 所

雨 竜 町 保 育 園

芦 別 み ど り 幼 稚 園

設立年月日

昭和62年 7月17日

滝 川 市 昭和63年11月21日

滝 川 市

滝 川 市 平成13年 2月10日

平成 8年 4月26日

芦 別 市

滝 川 幼 稚 園

平成 3年 9月 1日

白 樺 幼 稚 園

江 部 乙 保 育 所

花 月 保 育 所幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

赤 平 幼 稚 園 赤 平 市

所在地

滝 川 市

区分

中 央 保 育 所

二 の 坂 保 育 所

昭和62年 7月17日

滝 川 市 昭和62年 7月17日

滝 川 市 昭和63年12月12日

昭和62年 7月17日

滝 川 市
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※ 赤平市の３月については、機器の故障により未観測。

1.41.7

13.3 10.2

7.2

1.2

9.5 8.86.1 5.8 8.8

8.5 14.1 10.2

1.9 1.7

7.3

2.1 1.9 1.6 1.7

30.4

32.5

207

9.4 7.8 9.8 8.5 10.3

南東 南東 東南東 南東 南東 北西

-5.2 -7.1

35.5

4.1

-16.7 -19.8

-5.1 -6.3

4.2

最 深 積 雪

滝 川 市

芦 別 市

滝 川 市

滝 川 市

芦 別 市

赤 平 市

㎝

赤 平 市

滝 川 市

℃

積 雪 量 合 計 芦 別 市

赤 平 市

平 均 気 温

降 水 量 合 計 芦 別 市

赤 平 市

mm

㎝

赤 平 市

滝 川 市

芦 別 市最 低 気 温

滝 川 市

芦 別 市

赤 平 市

滝 川 市

芦 別 市

赤 平 市

m/s

最 大 風 向

最 高 気 温

赤 平 市

滝 川 市

16
方位

℃

滝 川 市

芦 別 市

℃

芦 別 市

赤 平 市

2月 3月 4月 5月

平 均 風 速

最 大 風 速

10月 11月 12月区 分 市 町 別 6月 7月 8月 9月1月

2.4 2.2 1.9 2.42.7 2.8 3.1 3.4 2.8 3.1

10.2 10.2 11.5

2.8 2.5

8.910.5

1.5 1.5 2.1 1.9 2.0 2.0 1.7

1.8 1.71.9 2.0 1.8 2.0 1.7

南東

22.6 27.2 31.03.9 2.9 11.9

南東 南東南東

南西 南西

西北西南東 南東 南東 南東

南南西 北 西 南西 南西

南東

南東 南東 南東南東

西南西南南西 南南東 南西 南西

（２）気象参考記録
平成30年中

単位

m/s

33.5

3.96.2 12.4 15.70.0 

2.9 15.3 23.8 28.6 27.2

15.3 20.4 19.6

-14.6 -3.0-20.0

9.620.1 17.1

7.8 8.8 5.73.4

163.5

8.2 10.3

-8.0 -14.9

3.9 -3.5

9.2

0.7

10.516.1

34.5 30.6

29.3 26.9 19.6 16.4

南東 北西 南東

71.0 58.0 99.5 33.0 69.5 260.0

7362

60.5 92.5

75.0 27.0

136

100.5 270.0

82.0

-17.1 -22.0 -13.4 -2.7 2.8

5.9 12.1-5.3 -7.6 -0.2

-16.0

-2.3

2.7 8.2 8.8 -12.76.8 0.3 -7.11.8

10.321.1 19.8 16.2 -3.7

6.7 1.19.1 -6.7 -12.92.3 7.12.6

107.0 54.570.5

9114 109 22110

155.0

17167 156

171 66 4

47.0 105.5 248.0 209.0 25.5

23

50 210

6.25.25.3 5.3 9.0 4.9 5.28.3 5.3 6.9 8.0

7.430.6 28.2 20.3 16.80.8 23.6 28.0 31.2 33.5

6.7 12.5 15.8 21.1 20.0 16.5 10.5 4.0 -3.6

172

未観測

未観測

56.0237.5220.5 30.5 62.5 31.5 128.592.0 177.0 65.0

73

118 44 8 200
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